
世界食料不安の現状

　世界の栄養不足人口を2015年までに半減させることを誓約したローマの世界食料サ

ミット（WFS）から10年が経過した。2006年10月、FAOの世界食料安全委員会は、

この目標への前進の中間レビューを実施している。同時に『世界食料不安の現状』第

８版もWFS目標に向けての前進状況を検討している。

　主要な結論は、われわれが、飢餓の削減という点で、何もしてこなかったというこ

とである。開発途上国における飢餓人口は、飢餓削減の前進を計測する基準期間と定

めた1990－92年のそれと比較して減少していない。いくつかの国は目標へ近づいてい

るが、その他の多くの国では栄養不足人口が増加している。

　2015年までに栄養不足人口比率の半減を求める「ミレニアム開発目標（MDG）1」

の飢餓削減目標に向けては前進があり、MDG目標への到達見込みは比較的有望である。

他方、より意欲的なWFS目標については、極めて真剣な飢餓削減努力の強化なしには、

明らかに達成不可能である。

　この報告は、各地域の前進と後退のレビューを提供し、飢餓削減努力の阻害要因お

よび今後直面するであろう課題を検討している。また、われわれが、WFS目標を達成

するものであるとすれば、前進の地域を拡大することの緊急性を強調している。

　『世界食料不安の現状』の最終章では、飢餓削減で得られた主要な経験のいくつか

を明らかにし、前進の加速のための幅広い課題をつまびらかにしている。報告書は、

行動の加速の訴えを結論とし、政治的意志さえあれば、WFS目標が達成できることを

強調している。
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　わたくしは、本年の『世界の食料不安の現状』の報告を、食料安全保障社会の行動する一員とし

て、ある種の怒りの思いで読んでいる。報告を一層残念なものにしているのは、われわれの、1996

年に飢餓人口を2015年までに半分にするとの約束にかかわらず、実際には、1996年の世界食料サミ

ット後、事情は逆転し、2,300万人が、1995-97年と2001-03年の間の飢餓人口の階層に加わったこと

である。この惨めな実績は、10年の前半に2,600万人を栄養不足の階層から抜け出させたという前進

を、ほとんど帳消しにしている。報告は、われわれが、実行したよりも一層多くのことが飢餓の削

減について、達成できたはずだと正しく指摘している。

　1996年以来、われわれは、「ミレニアム宣言」と、そのフォローアップである「世界食料サミッ

ト：５年後会合」および、2004年採択の「任意ガイドライン」（Voluntary Guidelines）で表現した

「食料への権利」（Right to Food）を実現すると約束してきた。もし、われわれが、文書で誓約し

た通りの働きをしようというのであれば、われわれは、飢餓との闘いを一層促進し、「世界食料サ

ミット」にしたがって、これまでしてきた以上の良い仕事をしなければならない。逆説的である

が、人口増加率の高い国は、飢餓人口の増加をなんとか避けつつ、ミレニアム約束達成の正しい方

向に動いているが、これら諸国の多くは、飢餓人口の絶対数の削減を求める世界食料サミットの目

標に対しては、十分な前進をしていない。飢餓削減のミレニアム開発目標達成のためには、グロー

バルには、なおわれわれは、現在の前進率を2倍にする必要がある。世界食料サミットの目標達成に

は、1990-92年と2001-03年の間の全削減の10倍以上の毎年の栄養不足階層の削減が必要となろう。

　この報告は、われわれ全員に対する目覚ましコールである。この報告書の事実は、数ヵ月前にわ

れわれが、世界には飢えた人々よりも多くの肥満の人々がいることを知ったことにより、さらに一

層不毛、陰鬱である。1990年代には、重要な成功がいくつか見られたものの、全体としての実績

は、われわれ食料安全保障をめざして働くものが役割を果たしているとはいえない。

　飢餓人口数を2015年までに相当減じさせること、さらに世界食料サミット目標の達成さえも不可

能ではない。1979-81年と、1990-92年の間には１億以上の人々が栄養不足階層から外れた。開発機

関にいるわれわれは、飢餓との戦いが貧困との闘いと同じく突出したものであることを証する義務

がある。飢餓からの解放は、生命の基礎そのものである。われわれは、自身の国の投票権のある市

民として、われわれの政府が、その国境の内外において飢餓との闘いにコミットすることを確実に

する義務がある。

　わたくしは、この論説のなかでつねに皆様にFIVIMSイニシアチブの最新情報を提供してきた。わ

れわれは、われわれの食料安全保障活動における国際共同行動の改組と再生に重点を置いた業務企

画プロセスを最近完成した。われわれは、計画草案をもっているがメンバー間で検討中である。わ

たくしは、新たな中間機関の提唱がどう機能するか、飢餓との戦いにおけるその固有の果たすべき

役割がどのようなものかについて、今後、皆様に新しい情報を提供していきたい。

Lynn Brown（世界銀行）

議長（IAWG－FIVIMS）

FIVIMSイニシアチブと飢餓削減の約束

　本書の原文は、国際連合食糧農業機関（Food and Agriculture Organization of the United 
Nations: FAO, Rome, Italy）が2006年に出版した「The State of Food Insecurity in the World 
2006」である。

　この文書において使われている呼称および素材の提供は、いかなる国、領土、都市または地域ある
いはその関係当局に関し、あるいはその境界の設定に関し、FAOのいかなる見解の表明をも意味す
るものではない（地図においても同様）。

　この文書中の素材を教育その他、非商業的目的での複製および流布は、その出所が十分明示される
ことを条件として、著作権者からの事前の文書による許可なしに認められる。
　再販売その他の商業目的のための複製は、著作権者の文書承認なしには禁止される。

　本書の翻訳の責任は、（社）国際農林業協力・交流協会にあり、翻訳の正確さに関し、FAO

は一切の責任を負わない。

　LAWG-FIVIMSには、二国間援助および技術協力機関、国連、ブレットンウッズ体制

機関、国際農業研究機関、国際NGO、および地域機関が参加しています。FIVIMSおよ

びこれらメンバー組織についての詳細は、www.fivims.netまたは、e-mail：FIVIMS-

Secretariat@fao.org.で入手可能。
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この報告について

誓　約

世界食料サミット行動計画*

� 　我々は、女性と男性との全面的かつ平等な参加に基づ

き、すべての人の持続的な食料安全保障の達成に最も役立

つ貧困の解消と永続的な平和への最善の条件を創り出すこ

とを可能にする政治的、社会的及び経済的環境の確保に努

める。

� 　我々は、農業の多面的機能を考慮し、生産力の高い地域

及び低い地域において、家庭、国、地域及び地球レベルで

充分かつ信頼出来る食料供給と病害虫、干ばつ及び砂漠化

と戦うために不可欠な、参加型で持続的な食料、農業、漁

業、林業及び農村開発政策と行動を追求する。

� 　我々は、貧困と不平等を解消し、またすべての人がいか

なる時にも十分なかつ栄養上適切で安全な食料を物理的及

び経済的に入手でき、その食料の効果的な利用を改善する

ことを目的とする政策を実行する。

� 　我々は、公正で市場指向型の世界貿易大系を通じて、す

べての人の食料安全保障を促進するような食料、農産物貿

易及び全般的貿易政策を確保するよう努める。

� 　我々は、自然災害及び人為による緊急事態を防止すると

ともに、これに備え、また一時的かつ緊急の食糧需要の充

足に当たっては、回復、復興及び開発の促進、また将来の

需要を満たす能力の向上が図られるような方法がとられる

よう努める。

� 　我々は、人的資源と持続的な食料、農業、漁業及び林業

の大系を強化するとともに農村開発を進めるために、生産

力の高い地域及び低い地域において、公的及び民間投資の

最適な配分と利用を促進する。

� 　我々は、国際社会と協力して、あらゆる段階において本

行動計画を実行し、監視し、フォローアップを行う。

（*この翻訳文は、『世界食料サミットとその背景』（（社）国際食糧農業協会, 1997）より引用した。）
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10年前、世界の指導者たちは、飢餓に

終止符を打つ方策を検討するため、ロー

マの「世界食料サミット（WFS）」に集

まった。指導者たちは、すべての国の飢

餓を根絶し、当面の目標として2015年ま

でに栄養不足人口を半減するという現に

進められている努力を誓約した。 

そのため指導者たちは、「世界食料サ

ミット行動計画」を承認した。FAOの

世界食料安全保障に関する委員会は、

2006年10月、この行動計画の実施評価と

目標達成への前進の中間レビューに着

手した。「2006年世界の食料不安の現状」

は、基準期間としている1990-92年以後

の飢餓削減の前進と後退をレビューして

いる。

報告の第一部「世界の栄養不足」は、

地球レベル、地域レベルおよび準地域レ

ベルの飢餓の動向をレビューする。また、

2015年の栄養不足に関する FAOの最新

の予測を提示する。

第二部「諸地域における栄養不足」は、

主要開発途上地域および移行経済諸国のそ

れぞれの食料安全保障事情をレビューする。

第三部「サミットの約束に向かって」

では、飢餓削減について過去の経験から

得た教訓を要約するとともに、WFS 目

標にかなう前進をいかに加速するかに

ついての FAOの現在の考え方を提示す

る。2つの表（P.32～ P.38）は、開発途

上および移行経済諸国の栄養不足水準に

ついての詳細情報および食料安全保障に

関係のあるその他の指標を提供する。ま

た、この報告には、世界における食料安

全事情と、飢餓削減の前進を描いた地図

（P.31）が含まれている。
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開発途上世界の栄養不足人口

栄養不足人口＝百万人

趨勢

世界食料サミット
基準期間

（1990－92年）

世界食料サミット
指標への道

ミレニアム
開発目標指標への道

出所：FAO
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■
　1996年11月世界の注目がローマに

集まった。180カ国以上の国と政府の

元首・首脳が、「世界食料サミット

（WFS）」に参加し、社会にのしかかる

最悪の災いの一つ、すなわち飢餓の根

絶を誓約した。世界の指導者たちは、こ

の壮大かつ長く懸案の目標への重要な

一歩として、野心的ではあるが達成可能

な中間目標として、世界の栄養不足人口

を、2015年までに1990年の水準から半分

にすることを約束した。しかし、10年後

の今日、われわれは、この目標に対して

実質上なんらの前進もなかったという悲

しい現実に直面している。開発途上国の

栄養不足人口は、1990－92年期と比較し

て、統計の誤差の範囲ともいうべき僅か

300万人が減少したにすぎない。これが、

サミット以後の前進と後退の実績を吟味

し、さらなる行動を提案するために、本

年ローマに集合した世界食料安全委員会

の代表たちが直面した現実であった。

　しかし、暗いニュースばかりでもない。

飢餓人口へと削減数には失望させられる

が、開発途上国の栄養不足人口の比率で

は、現在は、1990－92年期の20％と比べ

て17% へと減少となっている。さらに

FAOの予測によれば、2015年の開発途

上国の飢餓人口の比率は、1990－92年期

の約半分、20から10% に低下すること

になっている。このことは、世界が飢餓

削減に関する「ミレニアム開発目標」に

適合する道に乗っていることを意味して

いる。しかし、この予測では、同時に、

WFS の目標が達成できないかもしれな

いことも示唆している。すなわち、2015

年における栄養不足人口は、WFS 目標

の達成のためには４億1,200万人でなけ

ればならないのに対し、予測ではおよそ

５億8,200万人となっている。

　この現実は、驚くに当たらない。

FAOは、これまでの『世界の食料不安

の現状』やその他のチャンネルをとおし

て、飢餓緩和の前進が不十分なことを、

再三、指摘してきた。本報告では、飢

餓に苦しむ多数の人々に対し、できるこ

と（および、すべきこと）と、現実にな

されていることの相違を明らかにしてい

る。われわれは、飢餓の削減が、地球共

同体が採り得る手段の問題ではないこと

を何よりまず強調してきた。世界は、今

日、10年前より豊かである。より多くの

食料が利用可能であるし、過度の物価上

昇圧力なしに、さらなる生産が可能であ

る。飢餓削減の知識と資源はある。欠け

ているのは、これらの資源を飢えている

人々の利益のために動かす十分な政治的

意志である。本報告の、過去の版が強調

したのは、文字どおり「飢餓との競争」

を加速することの緊急性であった。これ

らの報告では、レトリックではなく具体

的行動に動くことの必要を繰り返してき

た。

飢餓の削減：課題と優先順位

　栄養不足人口の世界的動向を見ると、

WFS 以後の期間を「失われた10年」と

して退けるのが、ほとんど自然な反応で

ある。しかし、それは大きな過ちかもし

れない。それにより、現にある（達成は

不可能なのかも知れない）という懐疑が

膨らむとともに、前向きの活動が行われ

るのを妨げる危険がある。また、飢餓を、

開発のアジェンダ（行動計画）のトッ
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プに据えるために、今までにも多くのこ

とがなされたという事実を隠す恐れがあ

る。

　さらに明らかにしなければならないの

は、栄養不足人口の全体数の停滞という

のは、ある国々の前進の純成果が、その

他の国々の後退と込みになっていること

である。単一の国においてさえ、地域に

よる違いがあるのが普通である。

　これまで記録されている経験によれ

ば、世界の最貧諸国でさえ国によっては

飢餓削減が可能である。このような成功

ケースから学ぶべきことは多い。他方、

後退を経験している諸国について、われ

われは、飢餓が、地域固有化し、持続

している問題地域に鋭く焦点をあてなが

ら、証明済みのモデルと戦略を拡大する

ことが必要だと強調している。

　今日、開発途上地域のなかで、最大の

課題は、サブサハラアフリカの課題であ

る。この地域は、栄養不足が最もはびこっ

ている地域で、３人に１人が十分な食料

へのアクセスを奪われている。FAOの

予測によれば、この地域の飢餓の比率は、

2015年までに下降するが、飢餓人口数は、

1990－92年のそれを下回らない。その時

までには、サブサハラアフリカの栄養不

足人口は、開発途上世界の全栄養不足人

口の約30% に近づくであろう。これは

1990－92年には20%であった。

　飢餓削減の後退に悩む諸国の多くは、

紛争、その他の災害を経験している。ま

た、紛争がなくても、貧しい農業資源に

依存し、永続的に高い人口増加率のなか

で経済的、制度的発展が低迷している諸

国においては、前途に多くの厄介な課題

をがある事も分かっている。

　飢餓が集中するのは、一般に農村地域

である。現在、貧しく、食料不安のある

人々が多数居住するのが、この地域であ

る。同様に、都市の貧困は、農村の生活

につきものの搾取から逃れるため都市に

移住する人々がきっかけとなる。世界は、

農村の衰退をともないつつ急速に都市化
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しており、開発途上国人口のかなりの部

分が大都市に居住するのは、それほど先

のことではないかもしれない。したがっ

て、これからの課題には、都市の食料安

全保障とその関連課題が、高く掲げられ

るであろう。

２本立てのアプローチ(Twin-track approach)
－経験済みの効果的手法

　飢餓が農村地域へ集中しているという

ことは、農業と農村開発なしには、持続

的な飢餓の削減が不可能であるというこ

とを示唆している。飢餓が広範に残って

いる諸国および地域では、農業が、経済

発展および栄養不足の持続的な削減を達

成する鍵を握っている。歴史からの教

訓は、一般に飢餓の削減を果たしてきた

諸国では、より急速な経済全体の成長が

あっただけでなく、後退や停滞を経験し

た諸国よりも農業生産性をより大きく向

上させているということである。

　農業、より広範には農村経済への投資

が、飢餓削減を加速させるための大きな

前提条件ということになる。農業部門は、

全農村経済の成長のエンジンとなりやす

く、農業産出額の生産性向上による増加

は、地方市場の食料供給を拡大し、食料

価格を引き下げ、農家所得を引き上げ、

地方の産品とサービスに対する需要の創

出によって、地方経済全体を押し上げる。

　飢餓が、個人の健康と生産性および貧

困からの脱出の努力を危うくするのは、

よく知られている事である。飢餓は、社

会全体における経済・社会の潜在的成長

力に対しブレーキとなる。貧困の削減に

ついては、飢餓の削減と違って、より早

い前進があったのは偶然ではない。実際、

貧困からの脱出は、生計費を稼ぐ能力に

恵まれない飢餓の人々にとって、はるか

に大きな困難と見える。飢餓削減の加速

には、貧困で、食事の不十分な人々の、

飢餓̶貧困のワナからの脱出を支援する

直接手段が、結果として必要である。

多数の国の経験が、直接的かつ注意深

く目標に焦点をあてた手段は、飢餓と貧

困の削減に大きく貢献できることを立証
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している。

　農業と農村の開発に焦点を置きつつ、

飢餓に対しても直接働きかけるという

二本立てのアプローチは、最も脆弱で食

料不安のある人々に新しい生活の可能

性と、より良い生活への希望を与えるの

に効果的である。飢餓削減のための中心

的な戦略枠組みとして、二本立てのアプ

ローチを推進することは、すべてのレベ

ルにおいて貧困削減の提唱の中心である

べきである。

WFSゴールへの到達：
やればできる。

　効果的な飢餓削減戦略を加速し、諸国

をWFSの目標に向け、さらにはそれを

超えて、すなわち世界の飢餓の完全な根

絶への決定打となりうる条件が、現在、

熟している。公平に言って、今日、本質

的な、また差し迫った開発問題として、

国際社会の飢餓への注目は高い。飢餓は、

各国の反貧困プログラムや、同種の企画

のなかで、より目立つ立場に引き上げら

れており、また、豊かな中での慢性的飢

餓の定着は受け入れがたい矛盾であるこ

とがより広範かつ強く認識されている。

政府、市民団体その他の組織にも、とる

べき方策について十分な認識があり、さ

らには、速やかに行動をおこす、あるい

は触媒となる決意がある。

　WFS10年後の今日、われわれは、新

たな活力をもって、10年前の約束の達成

を追及し、理想としてはWFSの目標を

超えて、「飢餓との競争」を再開するこ

とができる。われわれは、農業生産性の

全体の向上や、国際貿易の可能性の拡大

により世界的には食料供給が豊富である

ことにより、生じかねない自己満足を一

掃しなければならない。食料過多あるい

は栄養過多さえが、同一国内あるいは同

一社会に共存するというのが、何十年も

の間現実であった。慢性的飢餓をもたら

す諸条件がなくならない限り、この過剰

と不足という両極端は、今後とも共存し

続けるであろう。

　2015年のWFS の目標は、いまだ達成

可能であろうか。答えは、WFS 実行計

画にしたがって、具体的な共同行動が、

直ちに取られ、強化されるならば、「イ

エス」である。ローマ宣言の署名者は、

すでに10年前、課題の緊急性を強調し、

「それへの責任は、一義的には各国政府

にある」が、国際機関および公共と個人

両部門を含む市民団体との協力が不可欠

であるとした。われわれは、今日、飢餓

との競争に勝てると確信しているが、そ

のためには必要な資源、政治的意志およ

び正しい政策が用意されることが不可欠

である。われわれは、国連ミレニアム・

プロジェクト飢餓対策班の主要な結論：

やればできる  に同意する。
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世界の栄養不足

飢餓の実態：開発途上および移行経済諸国の動向（注１）

栄養不足人口と世界食料サミット目標

世界食料サミットとミレニアム開発目標の目標数値

2001-03の栄養不足人口
（100万人）

百万人 1995-971990-92* 2001-03 WFS目標

アジア・太平洋*
162

ラテンアメリカ・
カリブ海　52

近東・
北部アフリカ　38

サブサハラ
アフリカ
206

移行経済諸国
25

開発途上世界 アジア・太平洋 ラテンアメリカ・
カリブ海

近東・北部アフリカ サブサハラアフリカ 移行経済諸国工業化諸国　９中国
150

インド　212

*中国とインドを除く *移行経済諸国については、1993-95の数字である。

世界計
854

開発途上世界
820

出所：FAO 出所：FAO

　1996年の世界食料サミットは、2015年より遅くない時期までに栄養不足人口を半減す

るという目標を打ち出した。FAOはこの目標に向けた前進を見守るための基準期間と

して、1990-92年の間の平均を用いている。

　第一次ミレニアム開発目標の二つの目標のうちの一つは、1990年から2015年の間に、

飢餓に苦しむ人々の割合を半減するというものである。

　両者のうち、WFS目標の方がより野心的である。事実、人口増加が続いているので、

目標達成のためには、開発途上諸国の飢餓人口比率は半分より多く削減する必要がある

だろう。2015年に開発途上国全体がひとつのグループとしてMDG目標を達成したとし

ても、現在の人口予測によれば、なお５億8,500万人ほどの栄養不足人口が取り残され、

これはWFS目標の４億1,200万人を<１億7,300万人>上回ることになる。他方、WFS目

標の達成には、開発途上諸国の栄養不足人口の比率を７％にまで削減する必要がある。

これは現在の17％を10ポイント下回る水準である。
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栄養不足人口の比率とミレニアム開発目標指標

人口比 1995-971990-92*

2001-03年　1990-92年に対する栄養不足の増減率（数と比率）

増減率 数－WFS目標－の増減率 率－MDG目標－の増減率

2001-03 MDG目標

開発途上世界 アジア・太平洋 ラテンアメリカ・
カリブ海

近東・北部アフリカ サブサハラアフリカ 移行経済諸国

開発途上世界 アジア・太平洋 ラテンアメリカ・
カリブ海

近東・北部アフリカ サブサハラアフリカ 移行経済諸国*

*移行経済諸国については、1993-95の数字である。 出所：FAO

*移行経済諸国については、基準期間は1990-92年ではなく、1993-95年である。 出所：FAO
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1996年のローマ世界食料サミット

（WFS）から10年たった今日、栄

養不足状態の人々の数はなお頑強

に高水準を保っている。2001－03年につ

いて、FAOは世界中でなお８億5,400万

人もの栄養不足人口が存在すると推計し

ている。このうち、８億2,000万人が開発

途上諸国に、2,500万人が移行経済諸国に、

900万人が工業化諸国に存在している（注２）。

　2015年までに栄養不足人口を半減する

というWFSの目標に向けて、ほとんど

何の前進も見られない。WFS 目標の基

準期間である1990－92年以降、開発途上

諸国の栄養不足人口は８億2,300万人か

ら８億2,000万人へとわずか300万人減少

したに過ぎない。これは、1970年代に達

成された3,700万人減、1980年代に達成

された１億人減という成果に対して著し

い対照をなしている。さらに、より最近

の動向は懸念すべきものであって、1990

－92年から1995－97年の間に2,600万人減

少した後、2001－03年までには2,300万人

増加に転じている。

　人口が増加しているために、飢餓人口

の絶対数の減少はきわめて小さいが、開

発途上諸国の栄養不足人口の比率は減

少しており、1990－92年の20% から2001

－03年の17% へと３ポイント低下してい

る。このことは、2015年までに栄養不足

人口の割合を半減するという第１次ミレ

ニアム開発目標（MDG1）に向かって前

進が続いているということを意味してい

る。しかし、この期間の前進は過去20年

間に比べれば緩慢である。栄養不足の人

口比率は、1969－71年から1979－81年の間

には９ポイント（37％から28％へ）、さ

らに1979－81年から1990－92年の間は８ポ

イント（20%へ）低下している（注３）。

WFS目標の達成に成功するためには、



3 4

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

世界の栄養不足

飢餓の実態：開発途上および移行経済諸国の動向（注１）

栄養不足人口と世界食料サミット目標

世界食料サミットとミレニアム開発目標の目標数値

2001-03の栄養不足人口
（100万人）

百万人 1995-971990-92* 2001-03 WFS目標

アジア・太平洋*
162

ラテンアメリカ・
カリブ海　52

近東・
北部アフリカ　38

サブサハラ
アフリカ
206

移行経済諸国
25

開発途上世界 アジア・太平洋 ラテンアメリカ・
カリブ海

近東・北部アフリカ サブサハラアフリカ 移行経済諸国工業化諸国　９中国
150

インド　212

*中国とインドを除く *移行経済諸国については、1993-95の数字である。

世界計
854

開発途上世界
820

出所：FAO 出所：FAO

　1996年の世界食料サミットは、2015年より遅くない時期までに栄養不足人口を半減す

るという目標を打ち出した。FAOはこの目標に向けた前進を見守るための基準期間と

して、1990-92年の間の平均を用いている。

　第一次ミレニアム開発目標の二つの目標のうちの一つは、1990年から2015年の間に、

飢餓に苦しむ人々の割合を半減するというものである。

　両者のうち、WFS目標の方がより野心的である。事実、人口増加が続いているので、

目標達成のためには、開発途上諸国の飢餓人口比率は半分より多く削減する必要がある

だろう。2015年に開発途上国全体がひとつのグループとしてMDG目標を達成したとし

ても、現在の人口予測によれば、なお５億8,500万人ほどの栄養不足人口が取り残され、

これはWFS目標の４億1,200万人を<１億7,300万人>上回ることになる。他方、WFS目

標の達成には、開発途上諸国の栄養不足人口の比率を７％にまで削減する必要がある。

これは現在の17％を10ポイント下回る水準である。
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栄養不足人口の比率とミレニアム開発目標指標

人口比 1995-971990-92*

2001-03年　1990-92年に対する栄養不足の増減率（数と比率）

増減率 数－WFS目標－の増減率 率－MDG目標－の増減率

2001-03 MDG目標

開発途上世界 アジア・太平洋 ラテンアメリカ・
カリブ海

近東・北部アフリカ サブサハラアフリカ 移行経済諸国

開発途上世界 アジア・太平洋 ラテンアメリカ・
カリブ海

近東・北部アフリカ サブサハラアフリカ 移行経済諸国*

*移行経済諸国については、1993-95の数字である。 出所：FAO

*移行経済諸国については、基準期間は1990-92年ではなく、1993-95年である。 出所：FAO
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飢餓人口の最近の傾向を逆転させ、栄養

不足人口比率の低下率を急速に加速させ

る必要があるであろう。事実、MDG目

標が2015年までに達成されたとしても、

WFS 目標にはなお遠く及ばないであろ

う（囲みの説明参照）。開発途上諸国に

おいてWFS目標を達成するには、栄養

不足人口を、2001－03年から2015年まで

に毎年3,100万人減少しなければならな

い。

栄養不足の地域別動向（注４）

　飢餓削減の世界的停滞の陰には、地域

間の大きな不均衡が隠されている。アジ

ア太平洋地域とラテンアメリカおよび

カリブ海地域では、WFS 基準期間以降

栄養不足人口は数と比率の両方で減少が

見られている。しかし、減少の平均年

率は両地域とも2015年までに栄養不足人

口を半減するのに必要な水準を下回って

いる。さらに、アジア太平洋地域の場合

には、栄養不足人口はこの10年間の後半

に比率では減少を続けているものの、数

では増加に転じている。この逆行の背景

は、中国とインドで1995-97年に比べて

2001-03年に絶対数が増加したことにあ

る。

　他方、近東と北米それにサブサハラア

フリカでは、栄養不足人口はWFS基準

期間以後の11年間に増加している。サブ

サハラアフリカでは少なくとも過去30年

間現れていた傾向がなお続いていること

を示している。

　サブサハラアフリカでは、栄養不足

人口比率の減少における前進は評価さ

れる。数十年間ではじめて、この地域の

人口に占める栄養不足人口の割合はみる

べき低下を示した。それは1990－92年の

35％から1995－97の36％を経て2001－03

年には32％になっている。これは勇気づ

けられる展開ではあるが、この地域が直

面している課題は大変なものである。栄

養不足人口は１億6,900万人から２億600

万人に増加しており、WFS 目標に到達

するには2015年までに8,500万人の削減

が必要である。

　近東と北部アフリカだけは、1990－92

年以降、比較的低水準からではあるが、

栄養不足人口が数と比率の両方で上昇し

た地域である。1970年代に栄養不足人口

が大幅に減少した後、その後数十年間は

一貫して上昇が続いている。WFS 基準

期間以降の10年間も例外ではないが、比

率の上昇は近年鈍化している。

　移行経済諸国については、栄養不足人

口は2,300万人から2,500万人にわずかに

増加している（注５）。この上昇は主に独立

国家共同体（CIS）の高水準の数値によ

るものであり、ここにはこの地域の栄養

不足人口の大多数が存在する。
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WFS目標に向かって：2001-03年の1990-92年*に対する栄養不足人口の増減率と
2001-03年の栄養不足人口比率

比率：基準時（2001-03/1990-92*）に対する現在の数

2001-03年の栄養不足人口比率

開発途上国

近東

インド

カリブ海諸国　
ナイジェリアを除く西部アフリカ

中国を除く東アジア
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WFS目標に向けて動いている

WFS目標を超えている
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南アメリカ
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バルド海諸国

独立国家共同体(CIS)
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*移行経済諸国については、1993-95の数字である。 出所：FAO

後
退

前
進

The Sfate of Food Insecurity in the World 200610 世界の食料不安の現状  2006年報告 11

WFSおよびMDG目標：
地域ごとの前進と後退

　WFS およびMDG目標に向けた地域

ごとの前進の程度が第６図に示してあ

る。ここでは1990－92年に対する2001－

03年の栄養不足人口の数と比率が変化

率で示してある。変化率が0.5あるいは

それ以下であればそれぞれの目標（数

に関するWFS目標および比率に関する

MDG目標）が達成されていることを意

味する。1.0以下の変化率は目標に向け

た前進を、1.0以上の変化率は後退を示

している。アジア太平洋地域とラテンア

メリカおよびカリブ海地域だけがWFS

目標に向けて前進を示しているが、両地

域ともその達成に近付いているとは言え

ない。その他の地域は、程度の差こそあ

れ、すべて目標から遠ざかっている。

　MDG目標の達成の見込みはより有望

のように見える。近東と北アフリカを除

く全ての開発途上国で栄養不足人口の比

率削減に向けた動きが進んでおり、アジ

ア太平洋地域とラテンアメリカ・カリブ

海地域では前進はきわめて顕著である。

栄養不足人口の地域別動向（注６）

WFS 基準期間以降の地域別の動向は

第７，８図に示したように、地域レベル

での大幅な差異がみてとれる。サブサハ

ラアフリカ地域の中でも、南部アフリカ、

東部アフリカ、西部アフリカの各地域で

は全て栄養不足人口比率の低下が見られ

る（栄養不足の数では必ずしもそうでは

ない）。これと対照的に、中部アフリカ

は飢餓人口と栄養不足人口比率の双方の

劇的な増加がみられる。

　アジア（中国とインドは人口の規模か

らして区別した地域として扱われる）で

は、中国と東南アジアの人口密度の高い

地域では栄養不足人口の削減で顕著な前

進が生じた。他方、インドでは飢餓の範

囲は減少したが、栄養不足人口の削減と

いう点から見ると成果は乏しく、この10

年間の前半（1990－92年から1995－97年）

では、引き続いて逆行が生じた。同時期

に、東アジアのその他（中国を除く）と

南アジアのその他（インドを除く）では

栄養不足人口が増加した。

　ラテンアメリカ・カリブ地域では、南

アメリカでWFS目標に向けた前進への

顕著な寄与がなされたが、中央アメリカ

とメキシコでは飢餓人口が増加した。近

東と北アフリカでは栄養不足人口の絶

対数は全開発途上地域の中で最小である

が、北部アフリカと近東ではともに、そ

して特に後者で飢餓人口比率の上昇が見

られる。

　世界的に見ると、大部分の地域が栄養

不足人口比率の減少を経験している。し

かし、世界の栄養不足人口の削減に向け

た前進はいずれもきわめて少数の、しか

し人口密度の高い地域に集中していた。

中国、東南アジア、南米がそうである。

世界食料サミット目標：
地域別の前進と後退

飢餓削減についての地域別の前進と後
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退が第９図に示してある。各地域につい

て、WFS目標からの乖離を示す変化を、

栄養不足人口比率別に点で示してある。

1.0から0.5の間の比率は目標に向けての

前進を、また0.5またはそれ以下の変化

率は目標が達成されたかそれ以上である

ことを示している。1.0以上の変化率は

後退を示している。

　バルチック諸国と中部アフリカとい

う両極は、飢餓との戦いにおける前進

に大幅な不均衡があることを物語ってい

る。栄養不足人口比率が最低のバルチッ

ク諸国では、すでに数で半分以上減少し

ている。比率が最高（人口の56％）の中

部アフリカでは、コンゴ民主共和国にお

ける食料安全状況の劇的な悪化の結果、

WFS目標から急速に遠ざかっている。

　バルチック諸国を別にすれば、中国と

東南アジア、南アメリカ・カリブ地域だ

けがWFS目標に向けて、明らかな接近

を見せている。最初の３地域は、人口が

大きいことから、栄養不足人口の削減に

向けて最も大幅な寄与を成した地域でも

ある。これら全ての地域の中で、カリブ

海地域を除き、栄養不足人口比率は開発

途上国の平均より低水準にあることも特

筆に値する。

　中部アフリカに加えて、東部アフリカ

と南部アフリカも、その栄養不足人口比

率の高さから見て注目を要する。両地域

とも、飢餓人口比率の低下にも関わらず

飢餓人口は増加をつづけている。WFS

目標を達成するには、前進のための大幅

な加速が必要であろう。栄養不足人口の

水準がある程度低く、しかし絶対数の削

減にあまり前進がないか全くないその他

の諸地域にも同じことが言える。南アジ

ア（インドを除く）、西部アフリカ、イ

ンドがそれである。

　栄養不足 の水準が低く、栄養不足人

口の比率も数も憂慮すべき増加を示して

いるその他の地域は東アジア ( 中国を除

く )、近東、中央アメリカであり、東ア

ジアは主に朝鮮民主主義人民共和国にお

ける状況の悪化によるものである。

　WFS 目標に向けた前進は、明らかに

極少数の地域に集中しており、概してそ

こでは栄養不足人口比率は開発途上諸国

の平均を下回っている。世界的な前進は、

人口の多い少数の地域によるものが大き

いが、あまりに多くのその他の地域で前

進がほとんど見られないか、後退さえ経

験している。世界の飢餓削減速度を加速

するためには、栄養不足人口の上昇が生

じているところではそれを食い止め、逆

転させ、その飢餓削減における成功を他

の地域にひろげることが必須である。こ

のことは、栄養不足人口比率が最も深刻

なこれら地域において差し迫って必要な

のは、明らかである。

2015年に向けた栄養不足

　ここ10年間の飢餓削減における世界的

な前進がひどく遅くれているにもかかわ

らず、FAOの最近のいくつかの予測から、
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１人当たりGDPの成長の状況と予測

パーセント 1980年代

貧困と栄養不足

人口比（％）

US1ドル貧困

栄養不足*

1990年代 2001-15

開発途上諸国 サブサハラアフリカ 近東・
及び北部アフリカ

ラテンアメリカ・
カリブ海
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出所：World Bank. 2006. Global Economic Prospects 2006, Table 1.2.  Washington, DC.
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前向きの兆候を見ることができる。それは

未来の加速を暗示している（表参照）（注７）。

ひとつのグループとしてみた開発途上諸

国における飢餓人口比率は基準時（1990

－92年）比率の20.3％から2015年には

10.1％へと丁度半分に低下すると予測さ

れている。もしそうなれば、MDG飢餓

削減目標は達成されるだろう。しかし、

WFS での約束については、同じことは

言えないだろう。2015年の栄養不足人口

はその目標とする飢餓人口を１億7,000

万人上回ると見込まれているからであ

る。

　栄養不足人口の削減は、全ての開発途

上地域について言えることではない。東

アジア地域だけがWFS目標に達すると

見込まれている。逆に、サブサハラアフ

リカと近東、それに北部アフリカでは、

1990－92年よりも2015年のほうが増加し

ていると予想されている（注８）。ラテンア

メリカとカリブ海地域、それに南アジ

アは、MDG目標に達すると予測されて

いるものの、WFS 目標達成への軌道上

にはない。南アジア、サブサハラアフリ

カ、近東、北部アフリカの栄養不足人口

の最近の増加傾向は逆転する模様である

が、これら３地域のうち南アジアだけが

MDG目標に達すると予測されている。

食料摂取と人口増大

　飢餓削減について予測される前進は、

一人当たり平均食料消費の大幅な増加を

反映している。食料消費の全般的改善に

もかかわらず、いくつかの国ではこの増

大は栄養不足人口の大幅な減少をもたら

すには十分でないだろう。特に、サブサ

ハラアフリカは2015年の一人一日当たり

平均摂取カロリーが、2,420キロカロリー

（kcal）（ナイジェリアを除けば2,285kcal）

で、これは世紀の変わり目（99－01）の

南アジアに近い値である。カロリー摂取

の初期水準の低さが高い人口増加率とあ

いまって、栄養不足人口の減少を緩慢に

する原因となろう。

　飢餓削減は、歴史的に極めて飢餓人

口比率の水準が高く、食料消費水準が極

めて低く（1999－2001年で一人一日当た

り2,200キロカロリー／人／日以下）経

済成長の見込みが低く、人口増加率が

高く、農業資源基盤が限られている諸国

ではとりわけ困難であろう。32の国がこ

のカテゴリーに該当し、栄養不足人口比

率は総人口の29％から72％で平均比率は

42％である。これら諸国の現在の人口は

５億8,000万人で、2050年までには13億

9,000万人に増大すると予測されている。

その現在の平均食料消費は一人一日当た

り2,000キロカロリーで、実際には30年



823 582 412 20.3 10.1 10.2
170 179 85 35.7 21.1 17.9
24 36 12 7.6 7.0 3.8
60 41 30 13.4 6.6 6.7
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*栄養不足の過去のデータは、1990- 92年と2000- 02年の
ものである。

出所：US１ドル貧困率は、 World Back. 2006.  Global 
Economic Prospects . 2006.  Washinogton.DC.に
よる。栄養不足は、World agricultu re: towards 
2030 / 2050. Inte rim report . Prospects for food, 
nutriti on, agriculture and major commodity.（P.19）
を見よ

１人当たりGDPの成長の状況と予測

パーセント 1980年代

貧困と栄養不足

人口比（％）

US1ドル貧困

栄養不足*

1990年代 2001-15

開発途上諸国 サブサハラアフリカ 近東・
及び北部アフリカ

ラテンアメリカ・
カリブ海

南アジア 東アジア・太平洋

出所：World Bank. 2006. Global Economic Prospects 2006, Table 1.2.  Washington, DC.
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前より低下している。かれらのこれまで

の貧弱な実績にもかかわらず、これらの

国の一部は、他の諸国が過去に行ったよ

うに、現地食料生産の開発に集中するこ

とにより大きな成果を得ることができよ

う。

栄養不足と貧困

一人当たり所得の向上は、貧困の削

減と一人当たり食料需要の増大により飢

餓の緩和に寄与するだろう（注９）。1990年

代より高い一人当たり GDP の成長率が

全ての地域とグループに予測されている

が、東アジアは例外である。しかし、こ

の地域は最高の成長率を維持するだろう

（一人当たりで年間５％以上）。

第12図は貧困と栄養不足人口比率の動

向と予測を示している。これは、重要な

ことであるが、MDG1の貧困目標（2015

年までに貧困の比率を半減）がシナリオ

の基本ラインでは達成されていることを

示している。

貧困と栄養不足の推計に別の手法が用

いられているため、数字を直接比較する

ことはできない。しかし、開発途上国

の両指標の動向をよく見ると、貧困は栄

養不足よりも急速に減少することが明ら

かになる。この指標に関する世界銀行と

FAOの予測によれば、この傾向は継続

するとされている。事実、計算方法の違

いはあるものの、1990－92年には飢餓人

口一人当たりの貧困人口は1.5人であっ

たものが、2015年にはこの値が1.2にな

ると予測されている。

これらの過去の動向と予測は、貧困の

削減が栄養不足でもある貧困者を同率で

削減するものではないことを示唆してい

る。飢餓削減率がより低い理由は明らか

ではないが、ひとつの重要な要因は飢餓

自体が貧困からの脱出への障害（飢餓の

罠）として働いているということであろ

う。「世界の食料不安の現状」の過去の

各版や「世界食料サミット：５年後会合」

では、飢餓が貧困の結果であるだけでな

く原因でもあり、それは個人や家族、そ

して国全体の生産的潜在能力を損なうと

強調している。この報告の2004年版は飢

餓の社会的、経済的コストの広範な分析

を提示している。

これに関連して重要な政策的含意は、

目的意識的な行動がなければ飢餓は世界

的に貧困を削減しようとする努力を損な

うであろう、ということである。所得の

成長は必要ではあるが、それのみでは飢

餓の根絶には必ずしも十分ではない。直

接食料の確保を保証することを目指した

特別の措置は効果的な飢餓根絶努力にお

ける不可欠な構成要素である。
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アジアおよび太平洋地域

栄養不足人口：アジア・太平洋

百万人 1995-971990-92* 2001-03

東南アジア 中国 東アジア（中国を除く） インド 南アジア（インドを除く）

出所：FAO

東南アジア 中国 東アジア（中国を除く） インド 南アジア（インドを除く）

出所：FAO

栄養不足人口の比率：アジア・太平洋
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栄養不足人口：アジア太平洋地域における国別の前進と後退

増減率：基準時に対する現在の数（2001-03/1990-92）

2001-03年の栄養不足人口の比率（パーセント）

WFS目標に向けて動いている

WFS目標を超えている

WFS目標から離れている

マレーシア

韓国

インドネシア

ミャンマー
中国

ネパール

フィリピン

インド

パキスタン

ラオス
スリランカ

タイ

モンゴル

バングラデシュ
カンボジア

北朝鮮

ベトナム

出所：FAO
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朝鮮民主主義人民共和国の食料不安

　朝鮮民主主義人民共和国は、1990-92年から2001-03年までの期間に、栄養不足の人口

比率も飢餓人口もともに急激に増大した。比率は倍増し、絶対数も２倍以上（ほぼ800

万人）になった。

　その背景にある原因は、経済成長における否定的な傾向であったと見られる。ＧＤＰ

統計が入手できないために、問題の大きさを評価するのは困難である。しかし、食料生

産に関する入手可能な資料からすると、一人当たりで見たこの変数はこの期間を通じて

年率2.2％低下した。2003年には、この国の2,300万人の人口のうち大多数が公的配給シ

ステムにより受け取る穀物に依存していた。
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ア
ジア及び太平洋地域は、開

発途上世界の人口の68％、栄

養不足人口の64％を抱えてい

る。栄養不足比率は全人口の16％であり、

開発途上地域の中でアフリカに次いで２

番目である。1990－92年と2015年の間に、

この地域の栄養不足人口は５億7,000万

人から５億2,400万人に減少し、栄養不

足人口比率は20％から16％に低下した。

朝鮮民主主義人民共和国を除き（注10）、全

ての国で比率は減少したが、全ての事例

で人口増加の影響を乗り超えたわけでは

なく、地域内の17カ国のうち栄養不足人

口が減少したのは僅か９カ国であった。

2015年までにWFS目標を達成するため

には、前進が加速されなければならない。

　アジア太平洋地域の飢餓人口の減少

は主に中国によって押し進められたも

のであり、中国では１億9,400万人から

１億5,000万人へ減少した。インドは世

界で最大の栄養不足人口を抱えている

が、1990－92年の推計値２億1,500万人を

僅かに下回る２億1,200万人となってい

る。バングラデシュとパキスタンは、と

もに比率が高く、この地域の人口に対し

て15％に及んでおり、パキスタンについ

ては比率も絶対数もともに増加を示して

いる。

　WFS 目標に向けた各国の前進が第15

図に示してある。地域内のどの国もまだ

目標に達していない。ミャンマーとベ

トナムの二カ国が栄養不足人口を25％以

上減少させている。これらに加えて、相

対的に最も顕著な前進を達成したのは中

国、タイ、インドネシアである。食料安

全の最も深刻な悪化を経験しているのは

朝鮮民主主義人民共和国であり、ここで

は栄養不足人口は360万人から790万人に

倍以上増加した。

飢餓との闘い：前進と後退の決定要因

この地域のほとんどの国で、人口の大

多数－そして貧困で食料不安のもとにあ

る大多数の人々－は農村地域で暮らして

いる。したがって、農村経済の活性化は、

栄養不足を低減するための必要条件であ

る。生産性向上中心（増収型）の農業成

長は、地域で生産される非農産品への需

要を高め、また食料品価格を低く維持す

ることにより、農村の非農業経済に強い

積極的影響を与えうる。小規模農民の生

産性の向上は特に重要である。なぜなら、
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比率も飢餓人口もともに急激に増大した。比率は倍増し、絶対数も２倍以上（ほぼ800

万人）になった。

　その背景にある原因は、経済成長における否定的な傾向であったと見られる。ＧＤＰ

統計が入手できないために、問題の大きさを評価するのは困難である。しかし、食料生

産に関する入手可能な資料からすると、一人当たりで見たこの変数はこの期間を通じて

年率2.2％低下した。2003年には、この国の2,300万人の人口のうち大多数が公的配給シ

ステムにより受け取る穀物に依存していた。
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彼らや農村労働者は追加所得を農村地域

から供給される食料や基礎的な非農業産

品、サービスに費やすからである。こう

して、農業成長は農業と農村の農外活動

が互いに支えあう良い循環を生み出す。

このような成長はとりわけ当初の所得不

平等がそれほど顕著でなく、人口増加が

控えめであれば、栄養不足人口の削減に

対し、大きく寄与しうるだろう。

　中国とベトナムはこの過程の好例であ

る。1990－92年から2001－03年までの間

に、中国では飢餓人口は１億9,400万人

から１億5,000万人へと、また栄養不足

人口比率は16％から12％へと低下した。

これは強力な経済と農業の成長を通じて

達成されたものであり、一人当たり実質

GDP は1990年から2003年までの間に平

均年率８％で増加し、農業 GDPは2.5％

成長、一人当たり食料生産は年率5.4％

上昇した。同じ期間の年間人口増加率は

僅か１％であった。

　実際には、中国における飢餓と貧困の

削減は、もっと早期から、1978年の二つ

の大きな農業改革とともに始まってい

る。その中で、家族は集団から土地を借

りることが認められ、かわりに食用穀物

や油料作物・豚の国家調達価格が引き上

げられたのである（注11）。これに呼応して、
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諸地域における栄養不足

栄養不足１人当たりGDP，労働者１人当たり農業GDP
（1990-92年から2001-03年までのパーセント変比率）

栄養不足の数

開発途上世界

アジア・太平洋

１人当たりGDP 労働者１人当たり農業GDP

出所：FAO及び世界銀行
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ラテンアメリカおよびカリブ海地域

ペルーで世界食料サミット目標が達成された

　1970年代にペルーでは食料不安が悪化

し、1980年代にはさらに深刻化した。栄

養不足人口比率は1969－71年の21％から

1990－92年の42％へと倍増した。1990年

代についにこの傾向は逆転した。1990－

92年と2001-03年の間に、栄養不足人口

は930万人から330万人に減少し、栄養不

足人口比率は人口の42％から12％に低下

した。

　この食料不安の改善は、なによりイン

フレーションの抑制に帰することができ

る。1990－92年から2001－03年までの間に、

実質一人当たりGDPは、1990年代末の世

界金融市場の激動による後退はあったも

のの、年率2.1％で増加した。

　この成功の背後で鍵となった要因は、

農業の強力な成長であった。ペルーは農

業改革を実施したが、その中には土地の

取引と登記の法制化が含まれており、こ

れが信用を入手しやすくしたのである。

従業者一人当たりの農業付加価値は、

1990－92年から2001－03年までの間に、年

率４％で増加した。しかし、かなりの水

準の栄養不足と貧困が残されている。将

来の課題は、貧困と飢餓の削減の速度を

維持し、成果をこの国のより貧しい地域

へ拡大することである。

栄養不足人口：ラテンアメリカとカリブ海

百万人 1995-971990-92 2001-03

メキシコ 中央アメリカ カリブ海 南アメリカ

出所：FAO

栄養不足人口の比率：ラテンアメリカとカリブ海

人口比（％） 1995-971990-92 2001-03

メキシコ 中央アメリカ カリブ海 南アメリカ

出所：FAO
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農業生産と所得は劇的に増加し、農村の

一人当たり所得は1980年から1985年まで

に90％上昇した。1985年以降、農村の非

農業企業も急速に増大し始めた。2000年

までに、それらは農村の労働力の約四分

の一を吸収し、全国の GDP の約30％を

生み出していた。また、農家家計はその

所得のほとんど50％を非農業の源泉から

得ていた（注12）。中国農村部における貧困

人口は、世界銀行の一日当たり１USド

ルという貧困ラインで見ると、1979年の

約４億9,000万人から2000年の約9,000万

人に減少した（注13）。栄養不足人口は1969

－71年の３億8,700万人から現在の１億

5,000万人へと削減された。

　中国における飢餓人口比率の減少は

1990年代の後半には鈍化した（注14）。この

理由の少なくとも一部は、比較的孤立

して不利な条件にある農村地域の経済実

績が低いことにある。そこには、残りの

栄養不足人口の大多数が住んでいる。農

業生産の大部分は、約２億の極めて零細

（0.65ヘクタールまたはそれ以下）な農

家によるものである（注15）。中国政府が農

村地域を再活性化するためにとった最近

の諸措置は、来る10年間に飢餓削減が加

速されうるという約束に期待を抱かせる

ものである。

　1990－92年から2001－03年までの間に、

ベトナムは栄養不足人口比率を31％か

ら17％へと、また栄養不足人口を2,100

万人から1,400万人へと減少させた。中

国と同様、飢餓と貧困の削減の加速は、

1980年代に実施された市場志向型経済と

農業改革から発している。経済改革計画

によって農民は土地への管理権限を与え

られ、市場への販売の拡大も認められた。

また、農業課税も引き下げられた。やは

り中国と同様、推進力となったのは一人

当たり GDP と農業 GDP の力強い成長

（1990年から2003年までの間に GDP は

年率5.7％、農業 GDP は2.5％）であり、

また食料生産の急速な拡大であった。農

村基盤投資に目を向けた計画が、農業生

産の拡大と飢餓削減にも寄与したのであ

る。ベトナムは依然として低所得国に留

まっており、飢餓削減の勢いを維持する

のは大変な課題である。

　カンボジアとインドは、カンボジアで

は1993年から2003年までに年率４％、イ

ンドでは1990年から2003年までに年率

3.9％という一人当たり所得の力強い成長

があったにもかかわらず、栄養不足人口

の総数はほとんど変化が見られない。し

かし、全般的な経済の好調は、部門によっ

て不均等であり、農業成長によって支え

られたものではなかった。一人当たり農

業GDPは、カンボジアでは1993年から

2003年までの間に年率0.7％、インドでは

1990年から2003年までの間に0.9％の増加

であった（注16）。
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栄養不足１人当たりGDP，労働者１人当たり農業GDP
（1990-92年から2001-03年までのパーセント変比率）

栄養不足の数

開発途上世界

アジア・太平洋

１人当たりGDP 労働者１人当たり農業GDP

出所：FAO及び世界銀行
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ラテンアメリカおよびカリブ海地域

ペルーで世界食料サミット目標が達成された

　1970年代にペルーでは食料不安が悪化

し、1980年代にはさらに深刻化した。栄

養不足人口比率は1969－71年の21％から

1990－92年の42％へと倍増した。1990年

代についにこの傾向は逆転した。1990－

92年と2001-03年の間に、栄養不足人口

は930万人から330万人に減少し、栄養不

足人口比率は人口の42％から12％に低下

した。

　この食料不安の改善は、なによりイン

フレーションの抑制に帰することができ

る。1990－92年から2001－03年までの間に、

実質一人当たりGDPは、1990年代末の世

界金融市場の激動による後退はあったも

のの、年率2.1％で増加した。

　この成功の背後で鍵となった要因は、

農業の強力な成長であった。ペルーは農

業改革を実施したが、その中には土地の

取引と登記の法制化が含まれており、こ

れが信用を入手しやすくしたのである。

従業者一人当たりの農業付加価値は、

1990－92年から2001－03年までの間に、年

率４％で増加した。しかし、かなりの水

準の栄養不足と貧困が残されている。将

来の課題は、貧困と飢餓の削減の速度を

維持し、成果をこの国のより貧しい地域

へ拡大することである。

栄養不足人口：ラテンアメリカとカリブ海

百万人 1995-971990-92 2001-03

メキシコ 中央アメリカ カリブ海 南アメリカ

出所：FAO

栄養不足人口の比率：ラテンアメリカとカリブ海

人口比（％） 1995-971990-92 2001-03

メキシコ 中央アメリカ カリブ海 南アメリカ

出所：FAO
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ラ
テンアメリカおよびカリブ海

地域は開発途上世界の栄養不

足人口のほぼ６％を抱え、こ

れは域内総人口の11％に相当する。域内

人口の10％といえば、栄養不足人口比率

としては開発途上地域の間では２番目に

低い水準である。

栄養不足人口が1990－92年の5,900万人

から2001－03年の5,200万人へと減少し、

この地域はWFS目標に向かって前進し

ているものの、その速度は加速されなけ

ればならない。前進は不均等であり、ほ

とんどは南米とカリブ海地域に集中して

いる。他方、中米は数と比率の両方で増

加傾向が見られる。メキシコでは（注17）比

率は比較的低水準で変わらないが、栄養

不足人口は増加している。

第19図は、WFS 目標に向けた各国の

前進に大きな開きがあることを示してい

る。キューバ、ガイアナ、ペルーといっ

た少数の国はすでに目標を達成してお

り、チリとウルグアイも目標に極めて接

近している。エクアドルとジャマイカは

栄養不足人口を25％削減した。ブラジル

とスリナムも同様の前進を示している。

南米の大部分の国は目標に向かって前進

したが、ベネズエラ・ボリバル共和国で

は飢餓の大幅な増大が記録された。大部

分の中米諸国、特にグアテマラ、パナマ

でも後退が記録されている。ハイチでは

栄養不足人口の減少が生じたが、人口の

47％という栄養不足人口比率は、これま

でのところ域内最高である。
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後
退

前
進

ブラジルの前進

　1990-92年から2001－03年までの間に、ブ

ラジルの飢餓人口は1,850万人から1,440万

人に減少し、比率は人口の12%から８%に

低下した。平均エネルギー摂取は一日あた

り3,060キロカロリー（2001－03年）で、ブ

ラジルは人口を養うのに十分な食料を供給

している。しかし、食料への公平なアクセ

スは所得と土地の極めてゆがんだ配分によ

って妨げられている。

  1990年代始めにブラジルは景気後退と債

務危機を経験した。マクロな経済状態を改

善するために、大きな政策変更が実施され

た。それらは社会計画への政府支出の増大

を伴うものであった。その結果、社会的諸

指標は改善されたが、この国では依然とし

て最低所得グループの間に広がっている貧

困と食料不安が課題となっている。

　2003年に、政府は4,400万人の食料確保

を急速に改善するために、「飢餓ゼロ計画」

を打ち上げた。その主な内容には、所得の

改善、主食供給の増加、食料へのアクセス

の強化、それに的を絞った介入によって飢

餓と栄養不良を緊急に緩和すること、が含

まれている。

　鍵となる社会計画は、2003年10月に打ち

出された「ボルサファミリア計画」で、こ

れは貧困家族に条件付きの補助金政策を提

供するものである。条件の中には、子供の

就学や保健サービスへの参加が含まれてい

る。この政府計画は2006年のうちに全ての

有資格家族を対象に実施され、その数は推

定で1,120万人に及ぶとみられる。
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飢餓と闘う：
前進と後退の決定要因

全体として、この地域の一人当たり摂

取エネルギー供給はアジア・太平洋やサ

ブサハラアフリカよりも大きく、一人当

たり GDP は開発途上諸地域の中では最

高である。この地域の食料不安の背後に

ある決定的要素は所得格差が大きいこと

であり、それは生産用資産への接近機会

の不均等を反映している（注18）。この不平

等が経済成長の成果の不均等な配分を生

み出し、そのことが貧困削減への阻害要

因として作用している。

　この地域は他の開発途上地域に比べ、

より都市化しているが、多くの国ではな

お農村人口の割合が高い。さらに、大部

分の国で、極端な貧困や食料不安の発生
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ブラジルの前進

　1990-92年から2001－03年までの間に、ブ

ラジルの飢餓人口は1,850万人から1,440万

人に減少し、比率は人口の12%から８%に

低下した。平均エネルギー摂取は一日あた

り3,060キロカロリー（2001－03年）で、ブ

ラジルは人口を養うのに十分な食料を供給

している。しかし、食料への公平なアクセ

スは所得と土地の極めてゆがんだ配分によ

って妨げられている。

  1990年代始めにブラジルは景気後退と債

務危機を経験した。マクロな経済状態を改

善するために、大きな政策変更が実施され

た。それらは社会計画への政府支出の増大

を伴うものであった。その結果、社会的諸

指標は改善されたが、この国では依然とし

て最低所得グループの間に広がっている貧

困と食料不安が課題となっている。

　2003年に、政府は4,400万人の食料確保

を急速に改善するために、「飢餓ゼロ計画」

を打ち上げた。その主な内容には、所得の

改善、主食供給の増加、食料へのアクセス

の強化、それに的を絞った介入によって飢

餓と栄養不良を緊急に緩和すること、が含

まれている。

　鍵となる社会計画は、2003年10月に打ち

出された「ボルサファミリア計画」で、こ

れは貧困家族に条件付きの補助金政策を提

供するものである。条件の中には、子供の

就学や保健サービスへの参加が含まれてい

る。この政府計画は2006年のうちに全ての

有資格家族を対象に実施され、その数は推

定で1,120万人に及ぶとみられる。
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栄養不足１人当たりGDP，労働者１人当たり農業GDP
（1990-92年から2001-03年までのパーセント変比率）

栄養不足の数

開発途上世界

ラテンアメリカと
カリブ海諸国

１人当たりGDP 労働者１人当たり農業GDP

出所：FAO及び世界銀行

グアテマラにおける食料安全
保障の悪化

　1990-92年から2001-03年の間に、グア

テマラの栄養不足人口は倍増して280万

人になり、飢餓比率は人口に対して16％

から23％に上昇した。人口の31％が極度

の貧困の中で暮らしており、そのうち80

％は農村地域に居住している（注1）。農村

の貧困人口の大部分は先住民であり、自

給的農耕あるいは農業関係の仕事に依存

している。

　長年にわたる制約は生産的資源へのア

クセスが不均等なことである。推計で２

％の人口が農地の72％を所有し、７ヘク

タール以下の小経営（全農民の87％）は

僅か15％を管理しているに過ぎない（注2）。

小経営の生産性は、インフラストラクチ

ャーが貧弱なこと、農村地域における教

育と社会的支出が低水準であることによ

り、さらに制約されている。社会支出は

この地域では最低であるが、1990年以降

は増加してきている（注3）。

　食料不安は自然災害によっても加重さ

れている。エルニーニョの影響に続いて、

1998年には台風ミッチ、2001年には干ば

つ、2005年10月には台風スタンが発生し

ている。台風スタンはGNP比3.4％の損

害を生じた。

　2000年にはコーヒー生産は農業GNP

の18％、総GNPの４％、輸出収入の19％、

農村雇用の30％に及んでいた。1990年代

末からの国際コーヒー価格の低落は、数

の上で圧倒的な小経営と総生産の80％に

及ぶ大中規模農場の両方の収益性に深刻

な影響を与えた。農場労働への需要の減

少によって、7万8,000人分のフルタイム

雇用に相当する雇用損失が生じ、農村賃

金は低下した。

（注：このボックス内の注は、40ページ

を見よ。）
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率は都市より農村のほうが高く、農村農

業開発が飢餓や極度の貧困を緩和するの

に大きな役割を担っている。このことは、

とりわけ小規模生産者や先住民社会につ

いて言えることである。貧困者の生産資

源－土地、資本、技術、教育－に対する

アクセスの確保がとりわけ重要である。

　食料経済は、スーパーマーケットやハ

イパーマーケットを含む新しい形態の食

料品小売りの普及と食品産業の確立と

いった大きな構造変化が目立っている。

小規模経営や貧困な農民が片隅に追いや

られないようにすることが当面の課題で

ある。

多くの国では、主食の輸入を確保する

ために輸出収入がかかせない。輸出収入

に多くを依存している諸国では、輸出収

入や農業および関連産業に従事する人々

の家計は国際価格の変動に影響されやす

い。たとえば、近年のコーヒー価格の劇

的な下落は、中央アメリカ諸国の食料安

全に深刻な負の影響を与えた。

　この地域のいくつかの国では、自然災

害の被害を受けやすいことが特に最貧層

へのダメージを強めている。過去10年間

の事例としては、1997年と1998年にカリ

ブ海地域、中央アメリカ、アンデス諸国

で干ばつや洪水を引き起こしたエルニー

ニョ、1998年にカリブ海諸国と中央アメ

リカの多くの諸国で人命や作物、インフ

ラストラクチャーを破壊したハリケーン

のジョージとミッチが含まれる。
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イエメンにおける食料不安の悪化

　イエメンでは、飢餓人口は1990－92年の420万人から2001－03年には710万人に増加し、総人口中の栄養不足人口の比率は34％から37％

に上昇した。この国は低所得グループに属し、食料輸入に高度に依存している。一人一日あたり平均エネルギー供給は、2001－03年に

は2,020キロカロリーであるが、これは1990－92年以降10年間の平均2,040キロカロリーより僅かに低下している。イエメンの人口増加は

世界でも最高であって、この国の貧困と食料不安の水準に、またその天然資源基盤に、相当の圧力となっている。社会諸指標は1990年

以降改善されているが、なお貧困状態にとどまっている。2005年のUNDP人間開発指標では、イエメンは177カ国中151位にランクされ

ている。人口のおよそ４分の３、そして80％以上が農村地域に居住し、農業は労働力の50％近くを雇用している。農業生産は急速に増

大する人口に追いつくことができず、農産物輸入への依存が大幅に増大してきている。

　食料安全保障の改善には、農村開発が必須である。農業部門は、投資の不足、不十分な水供給、可耕地が少ないことによる低生産性

に直面している。地下水資源の急速な枯渇は、この国全体が、そして特に農業が直面している最も深刻な問題であろう。作付け面積の

約42％が灌漑されており、灌漑地の75％が地下水を使っている。希少な水資源の持続的な利用を確保することは、農村地域の開発にと

って非常に重要である。

　イエメンに関してよく言われる、寄与が期待されるその他の要素は、刺激的な葉である qat（������ ������� �����：アビシニアチャ）
の生産と利用の問題である。これは水などの資源や家計の食料支出をめぐって食料生産と競合する。政府はこの葉を噛むことを止める

ようキャンペーンを開始しており、農民は水利用効率の改善努力のなかで、高価値の輸出作物に転換するよう奨励されている。
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近
東と北部アフリカは栄養不足

人口が９％であり、開発途上

地域における栄養不足人口比

率は最低である。所得が比較的高いこと

と一部の国が行っている食料支援補助政

策の双方あるいはいずれかがこの他地域

との差の大部分を説明するものである。

この地域は、開発途上地域の人口の８％

を占めるが、栄養不足人口に占める割合

は５％である。

　比較的低水準とは言え、この地域の食

料不安は持続的であり、実際に絶対数で

も比率でも増加している。1990－92年か

ら2001－03年までの間に、飢餓人口の比

率は８％から９％に上昇し、高い人口増

加率とあいまって、栄養不足人口は2,500

万人から3,800万人へと増加が生じてい

る。アフガニスタンとイラクを除くと（こ

れらの国では入手できるデータが極めて

乏しい）、栄養不足人口はなお1,500万人

から2,000万人に、また比率は５％から

６％に増加している。

　この地域の諸国（アフガニスタンとイ

ラクを除く）の中では、イエメンだけが

食料不安の水準が極めて高く、人口の三

分の一以上が慢性的に栄養不足である。

その他の諸国の中では、ヨルダンとモ

ロッコを除き、栄養不足比率は５％以下

である。
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イエメンにおける食料不安の悪化

　イエメンでは、飢餓人口は1990－92年の420万人から2001－03年には710万人に増加し、総人口中の栄養不足人口の比率は34％から37％

に上昇した。この国は低所得グループに属し、食料輸入に高度に依存している。一人一日あたり平均エネルギー供給は、2001－03年に

は2,020キロカロリーであるが、これは1990－92年以降10年間の平均2,040キロカロリーより僅かに低下している。イエメンの人口増加は

世界でも最高であって、この国の貧困と食料不安の水準に、またその天然資源基盤に、相当の圧力となっている。社会諸指標は1990年

以降改善されているが、なお貧困状態にとどまっている。2005年のUNDP人間開発指標では、イエメンは177カ国中151位にランクされ

ている。人口のおよそ４分の３、そして80％以上が農村地域に居住し、農業は労働力の50％近くを雇用している。農業生産は急速に増

大する人口に追いつくことができず、農産物輸入への依存が大幅に増大してきている。

　食料安全保障の改善には、農村開発が必須である。農業部門は、投資の不足、不十分な水供給、可耕地が少ないことによる低生産性

に直面している。地下水資源の急速な枯渇は、この国全体が、そして特に農業が直面している最も深刻な問題であろう。作付け面積の

約42％が灌漑されており、灌漑地の75％が地下水を使っている。希少な水資源の持続的な利用を確保することは、農村地域の開発にと

って非常に重要である。

　イエメンに関してよく言われる、寄与が期待されるその他の要素は、刺激的な葉である qat（������ ������� �����：アビシニアチャ）
の生産と利用の問題である。これは水などの資源や家計の食料支出をめぐって食料生産と競合する。政府はこの葉を噛むことを止める

ようキャンペーンを開始しており、農民は水利用効率の改善努力のなかで、高価値の輸出作物に転換するよう奨励されている。
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　個々の国のWFS目標に向けた前進が

第23図に示してある。クウェートだけが

目標を達成しているが、この飢餓削減に

おける一見際立った記録は、WFS 基準

期間（1990－92年）がイラクによる占領

と第一次湾岸戦争に続く異常な栄養不足

の時期であったことを考慮して見なけれ

ばならない。アラブ首長国連邦は栄養不

足人口を大幅に減らし、比率を極めて低

い水準に押し下げた。エジプトとシリア・

アラブ共和国は飢餓人口を僅かに減少さ

せ、比率についてはこれをある程度上回

る削減を達成した。比率は両国とも５％

以下である。その他の諸国（特にヨルダ

ンとイエメン）では数の増加が生じた。

飢餓との闘い：
前進と後退の決定要因

　この地域は食料輸入に大きく依存して

おり、外貨収入が食料安全保障の主要な

決定要因を成している。石油価格－輸出

収入の決定的源泉－の変動は直接には輸

出国経済に、また間接的には、とりわけ

域内出稼ぎ労働者からの送金の流れを通

して、非産油国経済にも影響を与える。

したがって、1990年代の石油価格の低落

はこの地域の食料安全保障に悪影響を与

え、他方、2002年以降の現在の反騰は強
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ヨルダンにおける栄養不足の増大

　1990－92年から2001－03年までの間に、

飢餓人口は10万人から40万人に増加し、

栄養不足の比率は人口の４％から７％に

上昇した。資源、特に水の制約によって、

ヨルダンは食料輸入に高度に依存している。

農業はGDPの僅か３％を占めるにすぎず、

労働力の僅か10％を雇用するに過ぎない。

ヨルダン経済は外部要因に強く影響され

ており、その経済実績は過去20年間の石

油価格の変動とこの地域の紛争に密接に

関連している。1980年代に始まる長い経

済後退の時期の後、ヨルダンは再び着実

な経済成長を経験しつつある。巨額の対

外債務にもかかわらず、政府は健康や教

育といった社会活動に向けた公共支出の

捻出に成功している。しかし、失業はな

お高率であり、貧困はその削減への前進

にもかかわらず残っている。世界銀行の

国際貧困ラインである一日当たり１USド

ル以下の人口は２％以下であるが、一日

当たり２USドル以下で暮らしている人々

は７％に及ぶ。労働力が年率４％で増加

しており、雇用機会の不足が現在の食料

安全保障への最大の脅威と考えられている。

長期的にみれば、深刻な水不足がこの国

の成長と開発の展望に制約を与えること

が考えられる。
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力な経済的推進力となっている。

　この地域の総人口に占める農村人口の

割合は43％であるが、貧困者の大多数－

約70％－が農村地域に住んでいる（注19）。

農村社会にとっては、農業は依然として

雇用と所得の主要な源泉であり、農村経

済の推進力となっている。この部門の実

績は不安定な気象条件、特に降雨に支配

されている。ほとんどの農地が灌漑され

ているエジプトを除けば、干ばつによっ

てしばしば深刻な生産低下が生じ、農業

所得と食料輸入財源を逼迫させている。

この地域の水不足の深刻化は、農業拡大

の展望に制約を加え、農家の家計と農村

の人々を厳しいストレスに晒している。

水の利用効率と管理慣行の改善は、農業

と農村経済の実績を改善する上で重要な

要素である。

　この地域の重要な課題の一つは、高い

人口増加から生じる食料需要の増大に応

えることである。この点からすれば、食

料輸入は食料安全保障に不可欠であり、

それは乏しい水を節約する手段にもな

る。しかし、この地域は、その石油輸出

への依存度を低下させうる輸出志向産業

の開発に成功したことがない。いくつか

の国にとってさらなる課題は、急速に増

大する労働力を吸収するに足る経済成長

水準を確保することである。
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サ
ブサハラアフリカは開発途

上世界の中で人口の13％、栄

養不足人口の25％を占めてい

る。それは極めて高い比率（三分の一）

の人々が慢性的な飢餓に苦しんでいる地

域であることを示している。2001－03年

に、この地域の14カ国で、35％またはそ

れ以上の人々が慢性的な栄養不足状態に

あった。

　サブサハラアフリカの飢餓は、持続的

であるとともに広範囲である。1990－92

年から2001－03年の間に、栄養不足人口

は１億9,600万人から２億600万人へと増

加しており、栄養不足人口減少のデータ

が報告されているのは、39カ国のうち僅

か15カ国に過ぎない。この地域の人口増

加率は年約2.5％で、飢餓人口よりも急

速に増加しているので、栄養不足人口の

比率は35％から32％へと低下している。

低下したのは29カ国、上昇したのは10カ

国である。

　この地域の飢餓を削減する努力は、天

災と人為災害によって阻まれてきてお

り、人為災害の中には1990年代に生じた

紛争とエイズ（HIV/AIDS）の拡大が含

まれる。事実、WFS 基準期間以降の栄

養不足人口の増大は、主に戦争が発生し

ている５ヵ国、ブルンジ、コンゴ民主共

和国、エリトリア、シエラレオネ、によっ

てもたらされたものである。この５ヵ

国を合計すると、この地域の栄養不足人

口の3,700万人の総増加数のうち、2,900

万人に及ぶのである。とりわけ劇的なの

はコンゴ民主共和国における食料不安の

悪化であって、ここでは栄養不足人口は

1,200万人から3,600万人へと三倍になり、

比率は人口の31％から72％に上昇した。

明らかな結論は、サブサハラアフリカ

では、紛争がWFS目標に向けた前進が

見られない主要な理由だということであ

る。

　この地域の慢性的な飢餓は、WFS 目

標に向けた各国の前進を示した第27図で

強調されている。すでに目標を達成した

ガーナに加えて、ガボンだけが栄養不足

の数を25％あるいはそれ以上も減らして

いる（これは目標への半分である）。栄

養不足の数を減らしたその他の国は、ア

ンゴラ、ベナン、チャド、コンゴ、エチ
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オピア、ギニア、レソト、マラウイ、モー

リタニア、モザンビーク、ナミビアであ

る。ナイジェリアとコートジボワールで

は数は僅かな減少に留まったが、比率は

低下した。

飢餓と闘う：
前進と後退の決定要因

栄養不足の数の大幅な削減を達成した

として目立つ国の中に、エチオピア、ガー

ナ、モザンビークがある。エチオピア

では、栄養不足人口は、1993－95年から

2001－03年までに3,800万人から3,200万人

へと600万人（16％）減少し（注20）、比率

も61％から46％へと低下した。相対的に

見ると、ガーナの実績はさらに顕著であ

る。栄養不足人口は580万人から240万人

へ（59％）減少し、栄養不足人口の比率

は37％から12％に低下した。モザンビー

クでは、栄養不足人口は90万人（10％）

減少し、栄養不足比率は66％から45％へ

と低下した。高い成功を収めた諸国の中

においても成功との相関関係は多様であ

るが、これらの国は良好な経済成長実績

と一人当たり農業生産、あるいは特に食

料生産の大幅な増大とが結びついている

ものと思われる。この３カ国の実績が表

に要約してある。

　サブサハラアフリカでは、飢餓削減に
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とって食料生産の増大が鍵である。生産

性指向型食料生産の増大が、農村経済に

強い積極的影響を与えることが知られて

いる。これらは地方市場において食料の

入手を容易にし、食料品価格の低下をも

たらす。同時に、小規模経営－主食作物

の主な生産者－の所得の向上は、農業に

結びつき（例えば加工や農業サービス）

あるいは農民に他の消費財を供給する生

産部門への大きな需要を生み出すことに

より、農村経済に刺激を与える。

　この地域の12カ国では、栄養不足人口

比率の低下は栄養不足人口の減少をもた

らすには十分ではなかった。これらの国

はこの大陸全体に広く散らばっている。

３カ国の例外を除いて、全ての国で共

通の要因は、一人当たり食料生産が緩慢

にしか増減しないということである。こ

の例としては、ブルキナファソ、ウガン

ダ、ザンビアが挙げられる。

　ウガンダでは、栄養不足人口は1990－

92年から2001－03年までの間に、420万

人から460万人へと増加したが、比率は

24％から19％へと低下している。これは、

平均年率3.8％という一人当たり GDPの

力強い成長が背景にあるにも関わらず

生じたものである。そこでは、一人当た

り農業 GDP の平均年間成長率は１％と

控えめなものであった。一人当たり食料

生産の減少にもかかわらず、平均摂取エ

ネルギー消費は2,270から2,380キロカロ

リー／人／日へと増加した。エネルギー

消費の増大は、主に商業的食料輸入と食

料援助の大幅な増加によって達成された

ものである。全体の食料供給は増大した

が、もし追加供給が国内生産によってい

たならば生じ得たであろう農村所得の増

加は実現しなかった。

　ザンビアでは、比率はほとんど変わ

らず（48％から47％へ）、栄養不足人口

は400万人から510万人に増加した。全般

的な経済および農業の実績は一様ではな

い。実際のところ、一人当たり GDP は

年率0.9％低下したが、一人当たり農業

GDP は年率1.0％で成長した。他方、一

人当たり食料生産は年率0.9％で低下し

た。

　ブルキナファソでは、1990－92年から

2001－03年までの21％から17％への栄養

不足人口比率の低下は、栄養不足人口の

190万人から210万人への増加を阻止する

のには十分ではなかった。一人当たり食

料生産は、より成功したモザンビークと

同じ平均年率（年率1.6％）で増加した。

他方、一人当たりGDPおよび農業 GDP

はもっと控えめであり、平均年率はそ

れぞれ1.7％と1.1％であった。一人当た

りの食料輸入量も僅かに増加した。その

結果、平均摂取エネルギーは、この期間

に2,350から2,460キロカロリー／人日へ

と僅かに増加した。これは、栄養不足人

口の割合の削減を保証するに足るもので

あったが、数は減らなかった。
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紛争から抜け出した。これら両国の経済

は、90年代初めの深刻な縮小を経て、後

半には拡大を始めた。今度は経済成長が

飢餓人口の大幅削減の背景にある主要な

要因となった。両国で、飢餓人口は1993

－95年の250万人から2001－03年の70－80

万人にまで減少した。両国は1993年以降、

経済全般にわたる改革の実施のなかで強

力な前進をなし遂げた。これらの改革は、

特に農業部門では、農地とその所有権の
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移
行経済諸国は極めて多様化し

た地域であり、この地域の飢

餓の動向を分析する際にはこ

の点を心にとめておかなければならな

い（注21）。この地域は推計で2,500万人の栄

養不足人口を抱えており、そのうち2,100

万人は独立国家共同体（CIS）に住んで

いる。

　近年ヨーロッパ共同体（EU）に迎え

られた諸国（注22）、それにルーマニアで

は、栄養不足の水準は全体に低く、せい

ぜい６％である。バルカン半島諸国（ボ

スニア・ヘルツエゴビナ、ブルガリア、

クロアチア、セルビア、モンテネグロ、

それにマケドニア旧ユーゴスラビア共和

国）ではいくらか高い水準になっている。

CIS 諸国による栄養不足人口比率には大

きな格差がある。べラルーシ、ロシア連

邦、ウクライナの約３％から、タジキス

タンの61％まであり、タジキスタンはア

ルメニアやウズベキスタンとともに、最

も深刻な食料不安問題に直面している国

である。

　移行経済諸国のWFS目標を目指す前

進は、1993－95年を基準年次として使っ

て計測している（注23）。この地域全体とし

ては、飢餓人口と飢餓比率の両方で僅か

な増加が見られた。一部の諸国はさまざ

まな程度で前進を示したが、一方では食

料安全保障状況の深刻な悪化を経験して

いる国もある。

　WFS目標に向けた個々の国の前進は、

第31図に示してある。目標を達成した国

の中では、もっとも成功したのはアゼル

バイジャン、グルジア、キルギスタンで

あって、どの国も高い飢餓比率から出発

して栄養不足人口を少なくとも三分の二

削減した。1993－95年にはこの地域最高

の栄養不足人口比率（52％）だったアル

メニアは、すでに飢餓人口を半減させて

いるが、飢餓人口比率は29％と気がかり

な高水準にある。WFS 目標を達成した

その他の国はクロアチア、エストニア、

リトアニア、それにマケドニア旧ユーゴ

スラビア共和国である。ラトビア、ロシ

ア連邦、スロベニア、トルクメニスタン

は力強い前進を示したが、まだ目標を達

成するには至っていない。

　少数の国ではあるが後退がみられ、一

部では極めて深刻である。栄養不足人口

比率の上昇が最大だったのはカザフスタ

ンであるが、これまでのところ事態が最

も深刻なのはタジキスタンとウズベキス
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タンであり、食料安全保障の深刻な悪化

が見られるとともに、現在極めて高度の

栄養不足を経験している。

飢餓と闘う：
前進と後退の決定要因

飢餓削減における前進と後退に影響す

る諸要因は、この地域では多様である。

多くの場合、食料不安は、戦争、紛争、

それに難民や移住民の問題に伴う政治的

経済的不安定といった人為災害の直接の

結果である。アルメニア、アゼルバイジャ

ン、グルジア、モルドバ共和国、ロシア

連邦、それに多くのバルカン諸国がこの

グループに入る。アルメニア、アゼルバ

イジャン、グルジア、モルドバ共和国の

一部における長引く干ばつといった天災

も、一定の影響を与えている。

　より一般的にいえば、この地域の食料

不安は、東欧と CIS における1990年代

以前の経済政治体制の解体に伴う支援政

策やインフラストラクチャーの不足、社

会的セーフティーネットの崩壊からくる

経済発展の弱さといった諸要因に原因を

見出すことができる。

　1990－2001年の間に、一日１US ドル

以下で生活している人口の割合で計測し

た極度の貧困は、CIS 諸国では0.4％から

5.3％に、南東ヨーロッパの移行経済諸

国では0.2％から2.0％に増加した（注24）。し

かし、CIS の平均は、極端な貧困比率が

異例に高い諸国の存在を隠している。モ

ルドバ共和国（22％）、ウズベキスタン

（14％）、アルメニア（13％）、トルクメ

ニスタン（10％）、タジキスタン（７％）

がそれである（注25）。

　食料安全保障の後退を巻き返すには、

貧困者の立場に立った、特に農村地域を

目標とした開発戦略に基づく集中的な努

力が必要である。農村は、モルドバ共和

国、タジキスタン、ウズベキスタンのよ

うな諸国では人口の50％以上が居住し、

飢餓が広がっているほかの諸国でも大き

な割合を占めている。この地域全体とし

ては農業は圧倒的な部門ではないが、よ

り貧困な諸国ではなお重要であり、農業

の実績が貧困と食料不安を減少させるた

めの将来の前進を決定するであろう。栄

養不足が最高水準の三カ国、タジキスタ

ン、アルメニア、ウズベキスタンでは、

農業はそれぞれ GDP の24、23、31％を

占めているのである（注26）。
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本
報告では、われわれが、2015

年までに栄養不足人口の比率

を半分にするというミレニア

ム開発目標には、より近づいているが、

その人口を半分にするというWFSの目

標からは、まだかなり離れていることを

あきらかにした。後者のゴールに向かっ

ては、なんらの前進もなく、飢餓人口は、

1990－92年以後、実質上、変わっていな

い。

　しかし、これまでの残念な結果にもか

かわらず、飢餓削減の展望は、今日、よ

り明るいきざしもあらわれてきている。

開発途上国の経済活動の改善は、極端な

貧困と飢餓という二重の難問に対する

国際的注目の高まりにも支えられて、今

後のより急速な前進を約束している。し

かし、われわれが直面する課題には、落

胆を禁じえない。すなわち、われわれ

が、WFS で誓約し、「WFS：５年後会

合」で繰り返した誓約を果たすとするな

らば、世界は、2015年まで毎年3,100万

人もの飢餓人口を削減しなければならな

い（注27）。これは、1990－92年以後に達成

した総削減数の10倍である。

　さらに、すべての国が直面する難題は

一様でなく、また、多くの危険が飢餓と

の闘いのなかで置き去りにされている。

最も深刻な問題に直面し、最大級の努力

を必要とする国ほど、そういう手段がな

い国である。こういった諸国は、国内の

利害関係者の意図的な行動および世界組

織の援助なしには、飢餓削減努力を将来

一層困難にし、さらなる周縁化の危険に

さらされる。

飢餓削減で学ぶ教訓（注28）

　過去の経験が、今後WFS目標達成の

ための努力を加速し、前進の地域を拡大

するための政策全般にとって不可欠な教

訓となる。下記は、飢餓削減の過去の成

功と失敗から得られた政策教訓の諸例で

ある。

・飢餓削減は、開発と貧困削減加速のた

めにも不可欠である。飢餓は、同時に、

貧困の結果であり、原因である。飢餓

は、健康、労働生産性および投資の選

択に悪影響を及ぼし、貧困を永続させ

る。したがって食料へのアクセスを保

証することを目標とした介入が必要で

ある。

・飢餓削減には、農業の成長が決定的

に重要である。開発途上国では、貧困

者のおよそ70% が農村地域に居住し、

直接もしくは間接に、生計のために農

業に依存している。最貧国では、農業

の成長が、農村経済の駆動力となって

いる。特に食料不安の大きい国では、

農業は、所得と雇用の発生源として重

要である（32および33図）。飢餓との

闘いには、農業と農村開発への拡大し

た係わり合いが必要である。
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・技術は貢献するが、適正な条件が必要

である。小規模農家を支援する地域条

件にかなった技術改良は、農家所得の

引き上げと、より低額な食料価格を通

して貧困の削減を促進する。

・貿易は、飢餓削減と貧困緩和に貢献で

きる。しかし、貿易自由化の利益は、

自動的でも、普遍的でもない。貧困

者への利益の保証には、市場のインフ

ラ、制度および国内政策改革とセイフ

ティーネットを含む一連のその他の要

因への留意が必要である。

・農業の成長には公共投資が不可欠。イ

ンフラ、農業研究、教育および普及

のための公共投資が、農業成長の促進

のために不可欠である。貧しい諸国の

多くは、特に栄養不足が広範囲におよ

ぶ諸国において、農業の重要性を反映

するだけの公共投資を実際にしていな

い。

・開発援助が、最も必要な国を目標にし

ていない。農業および農村開発に対す

る国際的支援が、1980年代の水準にく

らべて低下している。また、低水準の

栄養不足諸国を十分に目標にしていな

い傾向がある。

・平和と安定は、飢餓と貧困削減の必須

条件である。長引く紛争は、生産的活

動を崩壊させ、インフラと生計を破壊

し、食料安全を深刻な危機に陥れる。

飢餓削減のための政策課題に向かって

効果的飢餓削減のための政策介入は、

台頭する世界、地域的および国別の動

向と課題に沿って計画しなければならな

い。グローバル化は、農産物について

市場拡大により、機会を開くだけでな

く、国内市場を外国の競争者に対しても

開放することになる。急速な都市化は、

食料に対する都市の需要を増大するだけ

でなく、より正確な品質と安全基準に適

合した食物への需要を増大させるであろ

う。気象変化とエコシステムの退化は、

生産の拡大と天然資源の保全のための

新たな課題を提起するであろう。エイズ

（HIV/AIDS）の拡大は、マラリアのよ

うな永続的な伝染病の重荷を一層重くす

るであろう。国境を越える病気は生計を

危うくするおそれがある。

効果的な飢餓削減には、政策間の首尾

一貫性が必要である。農業と農村開発へ

の金融が優先されるべきである。第34図

は、全体経済の成長と農業の成長の両者

の重要性を描いている。しかし、平和、

安定および「良い統治」が、必須である。

固有の政策課題は、個々の国の事情によ

るが、次の事項は、2015年までの残りの

年月において、飢餓削減の、より良い遂

行を保証できる不可欠な要素の一部であ

る。

危険地帯に焦点　計画および投資は、貧

困と飢餓の危険地帯－世界中の、あるい

は国のなかで相当高率の人々が、栄養不

足と貧困に苦しんでいる地域－に焦点を

当てるべきである。

飢餓削減のための二本立てのアプローチ

をとること　生産性の潜在力強化のため

の長期介入には、貧しい人々および食料



サミットの約束に向かって 地図

1990-92年以後の「世界食料サミット」目標への前進

1990-92年から
2001-03年の栄養不足人口
の％変化

すでにWFS目標到達：
削減＞50%

著しい前進：
25-50%削減
ゆるやかな前進：
0-25%削減

後退：
0-50%増加
著しい後退：
増加＞50%

極端な栄養不足の連続：
＜人口の5%

データなし 出所：FAO

1990-92年以後の「ミレニアム開発目標」（MDG）への前進

1990-92年から
2001-03年の栄養不足の優勢率
の％変化

すでにMDG目標到達：
削減＞50%

著しい前進：
25-50%削減
ゆるやかな前進：
0-25%削減

後退：
0-50%増加
著しいい後退：
増加＞50%

極端な栄養不足の連続：
＜人口の5%

データなし 出所：FAO

*移行経済諸国、エチオピアおよびエリトリアについては前進計算の基準期間は、1993-95年とした。
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不安の人々の当面のニーズに応える計画

および政策が伴わなければならない。前

者は、特に農業と農村開発を強調すべき

であり、雇用を創出し、貧しい人々に

よる生産上の資産－物的、人的および金

融－へのアクセスを保証する貧困層に裨

益するという（pro-poor）焦点を含まなけ

ればならない。後者には、社会的セーフ

ティーネット、現金移転、健康介入およ

び食料栄養計画が含まれる。

小規模農業の生産性を高めること　小規

模農業の生産性改善を成功させる活動が

拡大しなければならない。農業のための

政策やプログラムは、非農場活動、農村

雇用および賃金を通じて農村地域に農業

経済への影響を強化することを目標とす

べきである。

個人投資を導く環境の創出　公共投資に

は、補完的な個人投資の流れを誘引する

政策が伴わなければならない。そのため

には統治と行政の質と透明性、政治的安

定、信頼できる市場制度およびマクロ経

済的規律および安定が、不可欠である。

貧困削減にグローバル公共財の供給増を

結びつける　環境財とサービスのための

市場の創出価格メカニズムが機能するこ

とによって、グローバル公共財の評価お

よび、農業活動と環境財とサービスの間

のトレードオフの評価をさらに正確なも

のとする。それによる価格メカニズムは、

農業者から、言い換えれば、農業者が例

えば農業上の生物多様性の保全、野生動

植物の保護あるいは大気への炭素排出の

削減といった行動をとることに励みとな

る枠組みを創出することによって、環境

サービスを「購入」することにも利用で

きる。このような市場メカニズム（国に

よってはすでに作動中だが）は、貧困削

減および環境と天然資源の持続可能性の

両者に貢献できる。

貧困者に役立つ貿易　世界市場の自由化

の継続のなかで、開発途上国には、農村

地域と農業を開発する「政策空間」が与

えられるべきである。開発途上国が、貿

易改革で利益を得るためには、政策およ

び制度改革（貿易による援助）による国

内競争力の強化の支援が得られるべき

である。貿易改革の影響をもろに受ける

グループを保護するため、適切なセーフ

ティーネットが重要である。

農業および農村開発のための国内および

国際資源の協調　食料安全保障の改善に

は、農業と農村開発のための投資の増加

が不可欠である。低所得国の政府は、予

算支出のより大きな部分をこの二つの部

門に仕向けることにより貢献することが

できる。援助国は、国民総所得（GNI）

の0.7% を政府開発援助（ODA）に寄

与するという約束を守らなければなら

ない。ODAと公的国内資源は、より良

い協調と目標が定められるべきであり、

ODAの有効性の向上の努力が必要であ

る（注29）。人口を養う手段を有する世界の

中で、飢餓の定着は醜聞である。われ

われは、経験から学んでいる。われわれ

は、飢餓のない世界に向かっての前進を

加速するために何をなされねばならぬの

かを知っている。８億5,000万人を超え

る人々が、行動を待っている。われわれ

は、WFS 飢餓削減目標達成のための努

力を劇的に高めなければならない。政治

的意志さえあれば、われわれにはそれが

可能である。



サミットの約束に向かって 地図

1990-92年以後の「世界食料サミット」目標への前進

1990-92年から
2001-03年の栄養不足人口
の％変化

すでにWFS目標到達：
削減＞50%

著しい前進：
25-50%削減
ゆるやかな前進：
0-25%削減

後退：
0-50%増加
著しい後退：
増加＞50%

極端な栄養不足の連続：
＜人口の5%

データなし 出所：FAO

1990-92年以後の「ミレニアム開発目標」（MDG）への前進

1990-92年から
2001-03年の栄養不足の優勢率
の％変化

すでにMDG目標到達：
削減＞50%

著しい前進：
25-50%削減
ゆるやかな前進：
0-25%削減

後退：
0-50%増加
著しいい後退：
増加＞50%

極端な栄養不足の連続：
＜人口の5%

データなし 出所：FAO

*移行経済諸国、エチオピアおよびエリトリアについては前進計算の基準期間は、1993-95年とした。
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表

4 058.7 4 868.9 823.1 820.2 1.0 20 17 0.8

2 815.2 3 297.4 569.7 524.0 0.9 20 16 0.8
1 241.5 1 374.7 198.7 159.5 0.8 16 12 0.7
20.3 22.5 3.6 7.9 2.2 18 35 2.0

1 175.7 1 302.2 193.6 150.0 0.8 16 12 0.7
2.3 2.6 0.8 0.7 0.9 34 28 0.8
43.3 47.4 0.8 0.8 1.0 - - 0.9
444.2 530.3 80.0 65.3 0.8 18 12 0.7
10.1 13.8 4.4 4.6 1.1 43 33 0.8
185.2 217.1 16.4 13.8 0.8 9 6 0.7
4.2 5.5 1.2 1.2 0.9 29 21 0.7
18.3 24.0 0.5 0.6 1.3 3 3 1.0
41.2 48.8 4.0 2.7 0.7 10 5 0.6
62.5 78.6 16.2 15.2 0.9 26 19 0.7
55.1 62.2 16.8 13.4 0.8 30 21 0.7
67.5 80.3 20.6 13.8 0.7 31 17 0.6

1 125.3 1 386.7 290.4 298.5 1.0 26 22 0.8
112.1 143.8 39.2 43.1 1.1 35 30 0.9
863.3 1049.5 214.8 212.0 1.0 25 20 0.8
19.1 24.6 3.9 4.1 1.1 20 17 0.8
113.7 149.9 27.8 35.2 1.3 24 23 1.0
17.0 18.9 4.8 4.1 0.9 28 22 0.8

443.4 528.9 59.4 52.4 0.9 13 10 0.7
84.8 102.0 4.6 5.1 1.1 5 5 0.9
84.8 102.0 4.6 5.1 1.1 5 5 0.9
28.8 37.7 5.0 7.4 1.5 17 20 1.1
3.2 4.1 0.2 0.2 1.0 6 4 0.8
5.2 6.4 0.6 0.7 1.1 12 11 0.9
9.0 12.0 1.4 2.8 2.0 16 23 1.5
5.0 6.8 1.1 1.5 1.3 23 22 1.0
3.9 5.3 1.2 1.5 1.2 30 27 0.9
2.5 3.1 0.5 0.8 1.5 21 25 1.2
28.5 32.0 7.7 6.7 0.9 27 21 0.8
10.7 11.3 0.7 0.2 0.2 7 - 0.2
7.2 8.6 1.9 2.3 1.2 27 27 1.0
7.0 8.2 4.6 3.8 0.8 65 47 0.7
2.4 2.6 0.3 0.3 0.8 14 10 0.7
1.2 1.3 0.2 0.1 0.9 13 11 0.8

301.3 357.1 42.0 33.3 0.8 14 9 0.7
33.0 38.0 0.7 0.9 1.3 - - 1.1
6.8 8.6 1.9 2.0 1.0 28 23 0.8

151.2 176.3 18.5 14.4 0.8 12 8 0.7
13.3 15.6 1.1 0.6 0.5 8 4 0.5
35.7 43.5 6.1 5.9 1.0 17 14 0.8
10.5 12.8 0.9 0.6 0.7 8 5 0.6
0.7 0.8 0.2 0.1 0.5 21 9 0.4
4.3 5.7 0.8 0.8 1.1 18 15 0.8
22.2 26.8 9.3 3.3 0.4 42 12 0.3
0.4 0.4 0.1 0.0 0.8 13 10 0.7
3.1 3.4 0.2 0.1 0.6 7 3 0.5
20.0 25.2 2.3 4.5 2.0 11 18 1.6

(continued) 

第１表　開発途上国と移行国における栄養不足の現状および世界食料サミットと
　　　　ミレニアム開発目標への前進

開発途上世界
地域／亜地域／国
（栄養不足区分）

開発途上世界

アジアおよび大平洋**
東アジア
北朝鮮
中国
モンゴル
韓国
東南アジア
カンボジア　［4］
インドネシア　［2］
ラオス　［4］
マレーシア　［1］
ミャンマー　［2］
フィリピン　［3］
タイ　［4］
ベトナム　［3］
南アジア
バングラデシュ　［4］
インド　［4］
ネパール　［3］
パキスタン　［4］
スリランカ　［4］

ラテンアメリカおよびカリブ海
北アメリカ
メキシコ　［2］
中央アメリカ
コスタリカ　［1］
エルサルバドル　［3］
グアテマラ　［4］
ホンジュラス　［4］
ニカラグア　［4］
パナマ　［4］
カリブ海
キューバ　［1］
ドミニカ　［4］
ハイチ　［5］
ジャマイカ　［3］
トリニダード・トバゴ　［3］
南アメリカ
アルゼンチン　［1］
ボリビア　［4］
ブラジル　［2］
チリ　［1］
コロンビア　［3］
エクアドル　［2］
ガイアナ　［2］
パラグアイ　［3］
ペルー　［3］
スリナム　［3］
ウルグアイ　［1］
ベネズエラ　［3］

全人口

（百万人）
1990-92 2001-03

栄養不足人口 比率
現行／基準
栄養不足人口*
WFS目標比率
＝0.5

比率
現行／基準
栄養不足度数*
MDG目標比率
＝0.5（百万人）

1990-92 2001-03

全人口中
栄養不足人口比率

（％）
1990-92 2001-03

322.8 407.4 25.0 37.6 1.5 8 9 1.2
202.5 260.4 19.6 31.6 1.6 10 12 1.3
58.0 68.1 2.1 2.7 1.3 4 4 1.1
3.4 5.3 0.1 0.4 2.9 4 7 1.9
2.1 2.4 0.5 0.1 0.3 24 5 0.2
2.8 3.6 0.1 0.1 1.5 - 3 1.2
17.1 23.5 0.7 0.9 1.2 4 4 0.9
13.1 17.4 0.7 0.6 1.0 5 4 0.7
58.7 70.3 1.0 2.0 2.1 - 3 1.7
2.1 2.9 0.1 0.1 0.6 4 - 0.4
12.5 19.3 4.2 7.1 1.7 34 37 1.1
120.4 147.0 5.4 6.0 1.1 4 4 0.9
25.6 31.3 1.3 1.5 1.1 5 5 0.9
57.0 70.5 2.5 2.4 1.0 4 3 0.8
4.4 5.4 0.0 0.0 1.4 - - 1.1
25.0 30.1 1.5 1.9 1.3 6 6 1.1
8.4 9.7 0.1 0.1 1.1 - - 1.0

477.3 635.3 169.0 206.2 1.2 35 32 0.9
63.4 84.1 22.7 46.8 2.1 36 56 1.6
12.0 15.7 4.0 4.0 1.0 33 25 0.8
3.0 3.8 1.5 1.7 1.1 50 45 0.9
6.0 8.3 3.5 2.7 0.8 58 33 0.6
2.6 3.6 1.4 1.2 0.9 54 34 0.6
38.8 51.3 12.2 37.0 3.0 31 72 2.3
1.0 1.3 0.1 0.1 0.7 10 5 0.5

167.8 223.0 75.1 86.9 1.2 45 39 0.9
5.7 6.6 2.7 4.5 1.6 48 67 1.4
3.2 4.0 2.2 2.9 1.3 68 73 1.1
55.6 69.0 38.2 31.5 0.8 61 46 0.8
24.4 31.5 9.5 9.7 1.0 39 31 0.8
6.4 8.2 2.8 3.0 1.1 43 36 0.8
25.5 32.9 7.9 8.8 1.1 31 27 0.9
17.9 25.0 4.2 4.6 1.1 24 19 0.8
27.0 36.3 9.9 16.1 1.6 37 44 1.2
71.0 91.8 34.1 36.0 1.1 48 39 0.8
9.6 13.2 5.6 5.0 0.9 58 38 0.7
1.4 1.8 0.3 0.5 1.7 23 30 1.3
1.6 1.8 0.3 0.2 0.8 17 12 0.7
12.3 16.9 4.3 6.5 1.5 35 38 1.1
9.6 11.9 4.8 4.0 0.8 50 34 0.7
1.1 1.2 0.1 0.1 1.0 6 6 0.9
13.9 18.5 9.2 8.3 0.9 66 45 0.7
1.5 2.0 0.5 0.4 0.9 34 23 0.7
0.9 1.1 0.1 0.2 1.7 14 19 1.3
8.4 10.7 4.0 5.1 1.3 48 47 1.0
10.7 12.8 4.8 5.7 1.2 45 45 1.0
175.1 236.3 37.2 36.5 1.0 21 15 0.7
4.8 6.6 1.0 0.9 0.9 20 14 0.7
9.2 12.6 1.9 2.1 1.1 21 17 0.8
12.9 16.4 2.3 2.2 1.0 18 14 0.8
1.0 1.4 0.2 0.4 1.8 22 27 1.2
15.7 20.5 5.8 2.4 0.4 37 12 0.3
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第１表　開発途上国と移行国における栄養不足の現状および世界食料サミットと
　　　　ミレニアム開発目標への前進

開発途上世界
地域／亜地域／国
（栄養不足区分）

近東および北アフリカ**
近東
イラン　［1］
ヨルダン　［2］
クウェート　［2］
レバノン　［1］
サウジアラビア　［1］
シリア　［1］
トルコ　［1］
アラブ首長国連邦　［1］
イエメン　［5］
北アフリカ
アルジェリア　［2］
エジプト　［1］
リビア　［1］
モロッコ　［2］
チュニジア　［1］

サブサハラアフリカ**
中央アフリカイラン
カメルーン　［4］
中央アフリカ共和国　［5］
チャド　［4］
コンゴ　［4］
コンゴ民主共和国　［5］
ガボン　［2］
東アフリカ
ブルンジ　［5］
エリトリア***　［5］
エチオピア***　［5］
ケニア　［4］
ルワンダ　［5］
スーダン　［4］
ウガンダ　［3］
タンザニア　［5］
南アフリカ
アンゴラ　［5］
ボツワナ　［4］
レソト　［3］
マダカスカル　［5］
マラウイ　［4］
モーリシャス　［2］
モザンビーク　［5］
ナミビア　［4］
スワジランド　［3］
ザンビア　［5］
ジンバブエ　［5］
西アフリカ
ベナン　［3］
ブルキナファソ　［3］
コートジボワール　［3］
ガンビア　［4］
ガーナ　［3］

全人口

（百万人）
1990-92 2001-03

栄養不足人口 比率
現行／基準
栄養不足人口*
WFS目標比率
＝0.5

比率
現行／基準
栄養不足度数*
MDG目標比率
＝0.5（百万人）

1990-92 2001-03

全人口中
栄養不足人口比率

（％）
1990-92 2001-03
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表

4 058.7 4 868.9 823.1 820.2 1.0 20 17 0.8

2 815.2 3 297.4 569.7 524.0 0.9 20 16 0.8
1 241.5 1 374.7 198.7 159.5 0.8 16 12 0.7
20.3 22.5 3.6 7.9 2.2 18 35 2.0

1 175.7 1 302.2 193.6 150.0 0.8 16 12 0.7
2.3 2.6 0.8 0.7 0.9 34 28 0.8
43.3 47.4 0.8 0.8 1.0 - - 0.9
444.2 530.3 80.0 65.3 0.8 18 12 0.7
10.1 13.8 4.4 4.6 1.1 43 33 0.8
185.2 217.1 16.4 13.8 0.8 9 6 0.7
4.2 5.5 1.2 1.2 0.9 29 21 0.7
18.3 24.0 0.5 0.6 1.3 3 3 1.0
41.2 48.8 4.0 2.7 0.7 10 5 0.6
62.5 78.6 16.2 15.2 0.9 26 19 0.7
55.1 62.2 16.8 13.4 0.8 30 21 0.7
67.5 80.3 20.6 13.8 0.7 31 17 0.6

1 125.3 1 386.7 290.4 298.5 1.0 26 22 0.8
112.1 143.8 39.2 43.1 1.1 35 30 0.9
863.3 1049.5 214.8 212.0 1.0 25 20 0.8
19.1 24.6 3.9 4.1 1.1 20 17 0.8
113.7 149.9 27.8 35.2 1.3 24 23 1.0
17.0 18.9 4.8 4.1 0.9 28 22 0.8

443.4 528.9 59.4 52.4 0.9 13 10 0.7
84.8 102.0 4.6 5.1 1.1 5 5 0.9
84.8 102.0 4.6 5.1 1.1 5 5 0.9
28.8 37.7 5.0 7.4 1.5 17 20 1.1
3.2 4.1 0.2 0.2 1.0 6 4 0.8
5.2 6.4 0.6 0.7 1.1 12 11 0.9
9.0 12.0 1.4 2.8 2.0 16 23 1.5
5.0 6.8 1.1 1.5 1.3 23 22 1.0
3.9 5.3 1.2 1.5 1.2 30 27 0.9
2.5 3.1 0.5 0.8 1.5 21 25 1.2
28.5 32.0 7.7 6.7 0.9 27 21 0.8
10.7 11.3 0.7 0.2 0.2 7 - 0.2
7.2 8.6 1.9 2.3 1.2 27 27 1.0
7.0 8.2 4.6 3.8 0.8 65 47 0.7
2.4 2.6 0.3 0.3 0.8 14 10 0.7
1.2 1.3 0.2 0.1 0.9 13 11 0.8

301.3 357.1 42.0 33.3 0.8 14 9 0.7
33.0 38.0 0.7 0.9 1.3 - - 1.1
6.8 8.6 1.9 2.0 1.0 28 23 0.8

151.2 176.3 18.5 14.4 0.8 12 8 0.7
13.3 15.6 1.1 0.6 0.5 8 4 0.5
35.7 43.5 6.1 5.9 1.0 17 14 0.8
10.5 12.8 0.9 0.6 0.7 8 5 0.6
0.7 0.8 0.2 0.1 0.5 21 9 0.4
4.3 5.7 0.8 0.8 1.1 18 15 0.8
22.2 26.8 9.3 3.3 0.4 42 12 0.3
0.4 0.4 0.1 0.0 0.8 13 10 0.7
3.1 3.4 0.2 0.1 0.6 7 3 0.5
20.0 25.2 2.3 4.5 2.0 11 18 1.6

(continued) 

第１表　開発途上国と移行国における栄養不足の現状および世界食料サミットと
　　　　ミレニアム開発目標への前進

開発途上世界
地域／亜地域／国
（栄養不足区分）

開発途上世界

アジアおよび大平洋**
東アジア
北朝鮮
中国
モンゴル
韓国
東南アジア
カンボジア　［4］
インドネシア　［2］
ラオス　［4］
マレーシア　［1］
ミャンマー　［2］
フィリピン　［3］
タイ　［4］
ベトナム　［3］
南アジア
バングラデシュ　［4］
インド　［4］
ネパール　［3］
パキスタン　［4］
スリランカ　［4］

ラテンアメリカおよびカリブ海
北アメリカ
メキシコ　［2］
中央アメリカ
コスタリカ　［1］
エルサルバドル　［3］
グアテマラ　［4］
ホンジュラス　［4］
ニカラグア　［4］
パナマ　［4］
カリブ海
キューバ　［1］
ドミニカ　［4］
ハイチ　［5］
ジャマイカ　［3］
トリニダード・トバゴ　［3］
南アメリカ
アルゼンチン　［1］
ボリビア　［4］
ブラジル　［2］
チリ　［1］
コロンビア　［3］
エクアドル　［2］
ガイアナ　［2］
パラグアイ　［3］
ペルー　［3］
スリナム　［3］
ウルグアイ　［1］
ベネズエラ　［3］

全人口

（百万人）
1990-92 2001-03

栄養不足人口 比率
現行／基準
栄養不足人口*
WFS目標比率
＝0.5

比率
現行／基準
栄養不足度数*
MDG目標比率
＝0.5（百万人）

1990-92 2001-03

全人口中
栄養不足人口比率

（％）
1990-92 2001-03

322.8 407.4 25.0 37.6 1.5 8 9 1.2
202.5 260.4 19.6 31.6 1.6 10 12 1.3
58.0 68.1 2.1 2.7 1.3 4 4 1.1
3.4 5.3 0.1 0.4 2.9 4 7 1.9
2.1 2.4 0.5 0.1 0.3 24 5 0.2
2.8 3.6 0.1 0.1 1.5 - 3 1.2
17.1 23.5 0.7 0.9 1.2 4 4 0.9
13.1 17.4 0.7 0.6 1.0 5 4 0.7
58.7 70.3 1.0 2.0 2.1 - 3 1.7
2.1 2.9 0.1 0.1 0.6 4 - 0.4
12.5 19.3 4.2 7.1 1.7 34 37 1.1
120.4 147.0 5.4 6.0 1.1 4 4 0.9
25.6 31.3 1.3 1.5 1.1 5 5 0.9
57.0 70.5 2.5 2.4 1.0 4 3 0.8
4.4 5.4 0.0 0.0 1.4 - - 1.1
25.0 30.1 1.5 1.9 1.3 6 6 1.1
8.4 9.7 0.1 0.1 1.1 - - 1.0

477.3 635.3 169.0 206.2 1.2 35 32 0.9
63.4 84.1 22.7 46.8 2.1 36 56 1.6
12.0 15.7 4.0 4.0 1.0 33 25 0.8
3.0 3.8 1.5 1.7 1.1 50 45 0.9
6.0 8.3 3.5 2.7 0.8 58 33 0.6
2.6 3.6 1.4 1.2 0.9 54 34 0.6
38.8 51.3 12.2 37.0 3.0 31 72 2.3
1.0 1.3 0.1 0.1 0.7 10 5 0.5

167.8 223.0 75.1 86.9 1.2 45 39 0.9
5.7 6.6 2.7 4.5 1.6 48 67 1.4
3.2 4.0 2.2 2.9 1.3 68 73 1.1
55.6 69.0 38.2 31.5 0.8 61 46 0.8
24.4 31.5 9.5 9.7 1.0 39 31 0.8
6.4 8.2 2.8 3.0 1.1 43 36 0.8
25.5 32.9 7.9 8.8 1.1 31 27 0.9
17.9 25.0 4.2 4.6 1.1 24 19 0.8
27.0 36.3 9.9 16.1 1.6 37 44 1.2
71.0 91.8 34.1 36.0 1.1 48 39 0.8
9.6 13.2 5.6 5.0 0.9 58 38 0.7
1.4 1.8 0.3 0.5 1.7 23 30 1.3
1.6 1.8 0.3 0.2 0.8 17 12 0.7
12.3 16.9 4.3 6.5 1.5 35 38 1.1
9.6 11.9 4.8 4.0 0.8 50 34 0.7
1.1 1.2 0.1 0.1 1.0 6 6 0.9
13.9 18.5 9.2 8.3 0.9 66 45 0.7
1.5 2.0 0.5 0.4 0.9 34 23 0.7
0.9 1.1 0.1 0.2 1.7 14 19 1.3
8.4 10.7 4.0 5.1 1.3 48 47 1.0
10.7 12.8 4.8 5.7 1.2 45 45 1.0
175.1 236.3 37.2 36.5 1.0 21 15 0.7
4.8 6.6 1.0 0.9 0.9 20 14 0.7
9.2 12.6 1.9 2.1 1.1 21 17 0.8
12.9 16.4 2.3 2.2 1.0 18 14 0.8
1.0 1.4 0.2 0.4 1.8 22 27 1.2
15.7 20.5 5.8 2.4 0.4 37 12 0.3

(continued) 

第１表　開発途上国と移行国における栄養不足の現状および世界食料サミットと
　　　　ミレニアム開発目標への前進

開発途上世界
地域／亜地域／国
（栄養不足区分）

近東および北アフリカ**
近東
イラン　［1］
ヨルダン　［2］
クウェート　［2］
レバノン　［1］
サウジアラビア　［1］
シリア　［1］
トルコ　［1］
アラブ首長国連邦　［1］
イエメン　［5］
北アフリカ
アルジェリア　［2］
エジプト　［1］
リビア　［1］
モロッコ　［2］
チュニジア　［1］

サブサハラアフリカ**
中央アフリカイラン
カメルーン　［4］
中央アフリカ共和国　［5］
チャド　［4］
コンゴ　［4］
コンゴ民主共和国　［5］
ガボン　［2］
東アフリカ
ブルンジ　［5］
エリトリア***　［5］
エチオピア***　［5］
ケニア　［4］
ルワンダ　［5］
スーダン　［4］
ウガンダ　［3］
タンザニア　［5］
南アフリカ
アンゴラ　［5］
ボツワナ　［4］
レソト　［3］
マダカスカル　［5］
マラウイ　［4］
モーリシャス　［2］
モザンビーク　［5］
ナミビア　［4］
スワジランド　［3］
ザンビア　［5］
ジンバブエ　［5］
西アフリカ
ベナン　［3］
ブルキナファソ　［3］
コートジボワール　［3］
ガンビア　［4］
ガーナ　［3］

全人口

（百万人）
1990-92 2001-03

栄養不足人口 比率
現行／基準
栄養不足人口*
WFS目標比率
＝0.5

比率
現行／基準
栄養不足度数*
MDG目標比率
＝0.5（百万人）

1990-92 2001-03

全人口中
栄養不足人口比率

（％）
1990-92 2001-03
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6.4 8.4 2.5 2.0 0.8 39 24 0.6
2.1 3.2 0.7 1.6 2.2 34 49 1.4
9.3 12.6 2.7 3.5 1.3 29 28 1.0
2.1 2.8 0.3 0.3 0.8 15 10 0.6
7.9 11.5 3.2 3.7 1.2 41 32 0.8
88.7 120.9 11.8 11.5 1.0 13 9 0.7
7.5 9.9 1.8 2.2 1.3 23 23 1.0
4.1 4.8 1.9 2.4 1.3 46 50 1.1
3.5 4.8 1.2 1.2 1.0 33 25 0.7

413.6 408.9 23.4 24.7 1.1 6 6 1.1
284.5 281.0 19.1 20.8 1.1 7 7 1.1
3.4 3.1 1.8 0.9 0.5 52 29 0.6
7.7 8.3 2.6 0.8 0.3 34 10 0.3
10.3 9.9 0.1 0.3 2.7 - 3 2.8
5.4 5.2 2.4 0.7 0.3 44 13 0.3
16.7 15.5 0.2 1.2 7.2 - 8 7.8
4.5 5.1 1.0 0.2 0.2 21 4 0.2
4.4 4.3 0.2 0.5 1.9 5 11 1.9

148.4 144.1 6.4 4.1 0.6 4 3 0.7
5.7 6.2 1.2 3.8 3.1 22 61 2.8
4.1 4.8 0.5 0.4 0.8 12 8 0.7
51.7 48.9 1.2 1.2 1.0 - 3 1.1
22.3 25.7 1.7 6.7 4.0 8 26 3.4
7.6 7.1 0.4 0.1 0.4 5 - 0.4
1.5 1.3 0.1 0.0 0.3 9 3 0.3
2.5 2.3 0.1 0.1 0.8 3 3 0.9
3.6 3.5 0.2 0.0 0.2 4 - 0.2

121.4 120.8 3.9 3.8 1.0 3 3 1.0
3.2 3.1 0.2 0.2 1.1 5 6 1.1
8.5 8.0 0.7 0.7 1.1 8 9 1.2
3.6 4.1 0.3 0.4 1.1 9 9 1.0
10.2 9.9 0.1 0.0 0.6 - - 0.6
4.5 4.4 0.7 0.3 0.4 16 7 0.4
2.0 2.0 0.3 0.1 0.5 15 7 0.4
10.3 10.2 0.2 0.1 0.6 - - 0.6
38.5 38.6 0.3 0.3 1.0 - - 1.0
22.8 22.4 0.3 0.1 0.3 - - 0.3
10.5 10.5 0.5 1.1 2.2 5 10 2.2
5.3 5.4 0.2 0.3 1.6 4 6 1.6
2.0 2.0 0.1 0.1 0.9 3 3 0.9

表
第１表　開発途上国と移行国における栄養不足の現状および世界食料サミットと
　　　　ミレニアム開発目標への前進

開発途上世界
地域／亜地域／国
（栄養不足区分）

ギニア　［4］
リベリア　［5］
マリ　［4］
モーリタニア　［3］
ニジェール　［4］
ナイジェリア　［2］
セネガル　［4］
シエラレオネ　［5］
トーゴ　［4］

移行諸国
独立国家共同体
アルメニア　［4］
アゼルバイジャン　［3］
ベラルーシ　［1］
グルジア　［3］
カザフスタン　［2］
キルギスタン　［1］
モルドバ　［3］
ロシア　［1］
タジキスタン　［5］
トルクメニスタン　［2］
ウクライナ　［1］
ウズベキスタン　［4］
バルト諸国
エストニア　［1］
ラトビア　［1］
リトアニア　［1］
東ヨーロッパ
アルバニア　［2］
ブルガリア　［2］
ボスニア・ヘルツェゴビナ　［2］
ハンガリー　［1］
クロアチア　［2］
マケドニア　［2］
チェコ　［1］
ポーランド　［1］
ルーマニア　［1］
セルビア・モンテネグロ　［3］
スロバキア　［2］
スロベニア　［1］

全人口

（百万人）
1990-92 2001-03

栄養不足人口 比率
現行／基準
栄養不足人口*
WFS目標比率
＝0.5

比率
現行／基準
栄養不足度数*
MDG目標比率
＝0.5（百万人）

1990-92 2001-03

全人口中
栄養不足人口比率

（％）
1990-92 2001-03

移行国
地域／亜地域／国
（栄養不足区分）

注：38p参照

全人口

（百万人）
1990-92 2001-03

栄養不足人口 比率
現行／基準
栄養不足人口*
WFS目標比率
＝0.5

比率
現行／基準
栄養不足度数*
MDG目標比率
＝0.5（百万人）

1990-92 2001-03

全人口中
栄養不足人口比率

（％）
1990-92 2001-03

2 830 2 870 2 2 0 0 5 6 118 2 2 718 4 079 3 730 4 854
3 000 3 040 na 2 0 0 3 8 10 0 7 169 12 245 5 530 9 985

3 000 2 980 2 3 0 0 21 21 38 7 6 214 6 932 6 849 9 627
2 610 2 860 6 2 0 0 16 18 296 14 3 280 5 205 4 096 3 253
2 720 2 850 5 2 5 0 6 5 168 73 3 116 4 231 3 171 4 440
2 720 3 190 na na 0 0 11 11 0 16 na na na na
2 660 2 850 2 2 1 0 34 34 13 61 5 083 5 332 5 569 7 578

3 200 3 350 4 3 7 0 4 4 39 12 1 169 1 579 1 533 2 048
2 980 3 090 2 2 0 0 9 8 4 5 1 368 1 802 1 880 2 480
3 160 3 170 na na 4 6 20 33 145 1 228 4 168 5 327 na 26 088
3 270 3 330 na na 0 0 54 71 125 7 na 7 218 na na
2 770 2 820 na na 0 0 19 29 0 0 9 298 8 756 7 761 14 599
2 830 3 060 na na 1 0 14 14 149 20 915 1 120 2 059 2 903
3 150 3 250 2 2 7 0 13 12 89 77 1 531 2 228 2 492 2 639
3 490 3 340 2 2 0 0 5 5 6 23 2 471 2 977 1 764 1 766
2 930 3 220 na na 0 0 11 24 0 0 24 797 21 856 9 885 35 288

3 190 2 960 na na 4 0 8 9 18 0 1 024 1 519 1 827 2 754
3 080 3 240 2 na 0 0 9 10 0 57 4 733 5 871 3 238 4 728
2 760 3 160 2 2 9 0 14 18 10 3 2 731 4 925 2 492 3 188
3 340 3 500 2 2 0 0 9 13 0 4 3 655 5 161 2 833 3 983
2 400 3 050 8 2 10 3 12 12 60 28 243 306 575 956
2 960 3 020 2 2 8 0 9 11 58 2 2 356 4 095 1 374 2 429
2 870 3 370 7 2 10 0 9 12 18 1 2 454 4 105 na 4 424
3 340 3 370 2 2 0 0 5 6 36 0 3 145 4 636 954 1 445
3 210 3 520 3 2 1 0 16 22 0 82 1 622 1 992 2 564 3 690
2 930 3 080 6 2 3 0 15 14 17 3 1 686 2 122 1 620 2 390
2 950 2 970 2 2 0 0 49 132 0 6 7 501 10 392 13 907 30 667
3 040 3 030 na 2 1 0 15 15 4 56 758 822 1 210 1 391

2 700 2 880 17 8 0 0 2 2 28 11 656 874 474 574
2 630 2 900 na na 0 0 1 2 0 0 na na na na

2 810 3 060 14 8 0 0 10 14 27 16 3 080 3 444 1 679 3 227
2 510 2 710 2 18 2 2 7 7 100 58 1 335 1 384 2 064 1 491
2 350 2 730 8 3 24 15 17 18 725 294 644 976 2 144 3 538
3 100 3 180 8 10 1 0 9 9 118 50 5 080 5 803 2 271 2 778

2 920 3 040 2 2 0 0 6 5 58 53 1 721 1 914 1 887 2 113
2 820 2 680 2 2 31 14 8 5 92 92 1 473 1 846 1 711 1 255
2 340 3 060 na na 0 0 8 23 83 49 na 16 914 na 14 486
3 030 3 070 2 2 4 1 5 6 80 29 1 170 1 339 1 757 1 711

2 450 2 670 na na 0 0 2 2 190 32 4 190 3 867 1 574 1 805
2 890 2 960 na na 2 0 3 4 148 53 2 644 4 157 3 915 4 659
2 540 2 700 59 70 0 0 2 2 18 12 364 387 595 890

(continued) 

第２表　栄養不足の状況区分別の開発途上国と移行経済諸国における食物供給、貧困、食料援助、
　　　　農業資源および所得

2001-03年
全人口における
栄養不足状況（率）の区分

地域／国

食事
エネルギー配給

1990-    2001-

（キロカロリー／日）

92 03

DESにおける
食料援助割合

1990-    2001-

（％）

92 03

農業の
資本蓄積

1990-    2001-

（1995年固定米ドル／就業者）

92 03

農業に対する
外部援助

1990-    2001-
92 03

貧困
（1日当たり1米ドル
PPP未満の人口）

（％）

1991 2003

1人当たり
GDP

（2000年固定米ドル）

1991 2003

農業労働者
当たり

付加価値額

1991 2003

栄養不足　5％未満
アジアおよび太平洋
マレーシア
韓国
ラテンアメリカおよびカリブ海
アルゼンチン
チリ
コスタリカ
キューバ
ウルグアイ
近東および北アフリカ
エジプト
イラン
レバノン
リビア
サウジアラビア
シリア
チュニジア
トルコ
アラブ首長国連邦
移行経済諸国
ベラルーシ*
チェコ*
エストニア*
ハンガリー*
キルギスタン*
ラトビア*
リトアニア*
ポーランド*
ルーマニア*
ロシア*
スロベニア*
ウクライナ*

栄養不足　5-9％未満
アジアおよび太洋州
インドネシア
ミャンマー
ラテンアメリカおよびカリブ海
ブラジル
エクアドル
ガイアナ
メキシコ
近東および北アフリカ
アルジェリア
ヨルダン
クウェート
モロッコ
サブサハラアフリカ
ガボン
モーリシャス
ナイジェリア
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6.4 8.4 2.5 2.0 0.8 39 24 0.6
2.1 3.2 0.7 1.6 2.2 34 49 1.4
9.3 12.6 2.7 3.5 1.3 29 28 1.0
2.1 2.8 0.3 0.3 0.8 15 10 0.6
7.9 11.5 3.2 3.7 1.2 41 32 0.8
88.7 120.9 11.8 11.5 1.0 13 9 0.7
7.5 9.9 1.8 2.2 1.3 23 23 1.0
4.1 4.8 1.9 2.4 1.3 46 50 1.1
3.5 4.8 1.2 1.2 1.0 33 25 0.7

413.6 408.9 23.4 24.7 1.1 6 6 1.1
284.5 281.0 19.1 20.8 1.1 7 7 1.1
3.4 3.1 1.8 0.9 0.5 52 29 0.6
7.7 8.3 2.6 0.8 0.3 34 10 0.3
10.3 9.9 0.1 0.3 2.7 - 3 2.8
5.4 5.2 2.4 0.7 0.3 44 13 0.3
16.7 15.5 0.2 1.2 7.2 - 8 7.8
4.5 5.1 1.0 0.2 0.2 21 4 0.2
4.4 4.3 0.2 0.5 1.9 5 11 1.9

148.4 144.1 6.4 4.1 0.6 4 3 0.7
5.7 6.2 1.2 3.8 3.1 22 61 2.8
4.1 4.8 0.5 0.4 0.8 12 8 0.7
51.7 48.9 1.2 1.2 1.0 - 3 1.1
22.3 25.7 1.7 6.7 4.0 8 26 3.4
7.6 7.1 0.4 0.1 0.4 5 - 0.4
1.5 1.3 0.1 0.0 0.3 9 3 0.3
2.5 2.3 0.1 0.1 0.8 3 3 0.9
3.6 3.5 0.2 0.0 0.2 4 - 0.2

121.4 120.8 3.9 3.8 1.0 3 3 1.0
3.2 3.1 0.2 0.2 1.1 5 6 1.1
8.5 8.0 0.7 0.7 1.1 8 9 1.2
3.6 4.1 0.3 0.4 1.1 9 9 1.0
10.2 9.9 0.1 0.0 0.6 - - 0.6
4.5 4.4 0.7 0.3 0.4 16 7 0.4
2.0 2.0 0.3 0.1 0.5 15 7 0.4
10.3 10.2 0.2 0.1 0.6 - - 0.6
38.5 38.6 0.3 0.3 1.0 - - 1.0
22.8 22.4 0.3 0.1 0.3 - - 0.3
10.5 10.5 0.5 1.1 2.2 5 10 2.2
5.3 5.4 0.2 0.3 1.6 4 6 1.6
2.0 2.0 0.1 0.1 0.9 3 3 0.9

表
第１表　開発途上国と移行国における栄養不足の現状および世界食料サミットと
　　　　ミレニアム開発目標への前進

開発途上世界
地域／亜地域／国
（栄養不足区分）

ギニア　［4］
リベリア　［5］
マリ　［4］
モーリタニア　［3］
ニジェール　［4］
ナイジェリア　［2］
セネガル　［4］
シエラレオネ　［5］
トーゴ　［4］

移行諸国
独立国家共同体
アルメニア　［4］
アゼルバイジャン　［3］
ベラルーシ　［1］
グルジア　［3］
カザフスタン　［2］
キルギスタン　［1］
モルドバ　［3］
ロシア　［1］
タジキスタン　［5］
トルクメニスタン　［2］
ウクライナ　［1］
ウズベキスタン　［4］
バルト諸国
エストニア　［1］
ラトビア　［1］
リトアニア　［1］
東ヨーロッパ
アルバニア　［2］
ブルガリア　［2］
ボスニア・ヘルツェゴビナ　［2］
ハンガリー　［1］
クロアチア　［2］
マケドニア　［2］
チェコ　［1］
ポーランド　［1］
ルーマニア　［1］
セルビア・モンテネグロ　［3］
スロバキア　［2］
スロベニア　［1］

全人口

（百万人）
1990-92 2001-03

栄養不足人口 比率
現行／基準
栄養不足人口*
WFS目標比率
＝0.5

比率
現行／基準
栄養不足度数*
MDG目標比率
＝0.5（百万人）

1990-92 2001-03

全人口中
栄養不足人口比率

（％）
1990-92 2001-03

移行国
地域／亜地域／国
（栄養不足区分）

注：38p参照

全人口

（百万人）
1990-92 2001-03

栄養不足人口 比率
現行／基準
栄養不足人口*
WFS目標比率
＝0.5

比率
現行／基準
栄養不足度数*
MDG目標比率
＝0.5（百万人）

1990-92 2001-03

全人口中
栄養不足人口比率

（％）
1990-92 2001-03

2 830 2 870 2 2 0 0 5 6 118 2 2 718 4 079 3 730 4 854
3 000 3 040 na 2 0 0 3 8 10 0 7 169 12 245 5 530 9 985

3 000 2 980 2 3 0 0 21 21 38 7 6 214 6 932 6 849 9 627
2 610 2 860 6 2 0 0 16 18 296 14 3 280 5 205 4 096 3 253
2 720 2 850 5 2 5 0 6 5 168 73 3 116 4 231 3 171 4 440
2 720 3 190 na na 0 0 11 11 0 16 na na na na
2 660 2 850 2 2 1 0 34 34 13 61 5 083 5 332 5 569 7 578

3 200 3 350 4 3 7 0 4 4 39 12 1 169 1 579 1 533 2 048
2 980 3 090 2 2 0 0 9 8 4 5 1 368 1 802 1 880 2 480
3 160 3 170 na na 4 6 20 33 145 1 228 4 168 5 327 na 26 088
3 270 3 330 na na 0 0 54 71 125 7 na 7 218 na na
2 770 2 820 na na 0 0 19 29 0 0 9 298 8 756 7 761 14 599
2 830 3 060 na na 1 0 14 14 149 20 915 1 120 2 059 2 903
3 150 3 250 2 2 7 0 13 12 89 77 1 531 2 228 2 492 2 639
3 490 3 340 2 2 0 0 5 5 6 23 2 471 2 977 1 764 1 766
2 930 3 220 na na 0 0 11 24 0 0 24 797 21 856 9 885 35 288

3 190 2 960 na na 4 0 8 9 18 0 1 024 1 519 1 827 2 754
3 080 3 240 2 na 0 0 9 10 0 57 4 733 5 871 3 238 4 728
2 760 3 160 2 2 9 0 14 18 10 3 2 731 4 925 2 492 3 188
3 340 3 500 2 2 0 0 9 13 0 4 3 655 5 161 2 833 3 983
2 400 3 050 8 2 10 3 12 12 60 28 243 306 575 956
2 960 3 020 2 2 8 0 9 11 58 2 2 356 4 095 1 374 2 429
2 870 3 370 7 2 10 0 9 12 18 1 2 454 4 105 na 4 424
3 340 3 370 2 2 0 0 5 6 36 0 3 145 4 636 954 1 445
3 210 3 520 3 2 1 0 16 22 0 82 1 622 1 992 2 564 3 690
2 930 3 080 6 2 3 0 15 14 17 3 1 686 2 122 1 620 2 390
2 950 2 970 2 2 0 0 49 132 0 6 7 501 10 392 13 907 30 667
3 040 3 030 na 2 1 0 15 15 4 56 758 822 1 210 1 391

2 700 2 880 17 8 0 0 2 2 28 11 656 874 474 574
2 630 2 900 na na 0 0 1 2 0 0 na na na na

2 810 3 060 14 8 0 0 10 14 27 16 3 080 3 444 1 679 3 227
2 510 2 710 2 18 2 2 7 7 100 58 1 335 1 384 2 064 1 491
2 350 2 730 8 3 24 15 17 18 725 294 644 976 2 144 3 538
3 100 3 180 8 10 1 0 9 9 118 50 5 080 5 803 2 271 2 778

2 920 3 040 2 2 0 0 6 5 58 53 1 721 1 914 1 887 2 113
2 820 2 680 2 2 31 14 8 5 92 92 1 473 1 846 1 711 1 255
2 340 3 060 na na 0 0 8 23 83 49 na 16 914 na 14 486
3 030 3 070 2 2 4 1 5 6 80 29 1 170 1 339 1 757 1 711

2 450 2 670 na na 0 0 2 2 190 32 4 190 3 867 1 574 1 805
2 890 2 960 na na 2 0 3 4 148 53 2 644 4 157 3 915 4 659
2 540 2 700 59 70 0 0 2 2 18 12 364 387 595 890

(continued) 

第２表　栄養不足の状況区分別の開発途上国と移行経済諸国における食物供給、貧困、食料援助、
　　　　農業資源および所得

2001-03年
全人口における
栄養不足状況（率）の区分

地域／国

食事
エネルギー配給

1990-    2001-

（キロカロリー／日）

92 03

DESにおける
食料援助割合

1990-    2001-

（％）

92 03

農業の
資本蓄積

1990-    2001-

（1995年固定米ドル／就業者）

92 03

農業に対する
外部援助

1990-    2001-
92 03

貧困
（1日当たり1米ドル
PPP未満の人口）

（％）

1991 2003

1人当たり
GDP

（2000年固定米ドル）

1991 2003

農業労働者
当たり

付加価値額

1991 2003

栄養不足　5％未満
アジアおよび太平洋
マレーシア
韓国
ラテンアメリカおよびカリブ海
アルゼンチン
チリ
コスタリカ
キューバ
ウルグアイ
近東および北アフリカ
エジプト
イラン
レバノン
リビア
サウジアラビア
シリア
チュニジア
トルコ
アラブ首長国連邦
移行経済諸国
ベラルーシ*
チェコ*
エストニア*
ハンガリー*
キルギスタン*
ラトビア*
リトアニア*
ポーランド*
ルーマニア*
ロシア*
スロベニア*
ウクライナ*

栄養不足　5-9％未満
アジアおよび太洋州
インドネシア
ミャンマー
ラテンアメリカおよびカリブ海
ブラジル
エクアドル
ガイアナ
メキシコ
近東および北アフリカ
アルジェリア
ヨルダン
クウェート
モロッコ
サブサハラアフリカ
ガボン
モーリシャス
ナイジェリア
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2 870 2 860 2 2 21 3 4 5 68 38 820 1 403 1 013 1 492
2 690 2 710 na na 1 7 8 13 2 286 313 1 321 2 951 5 671
2 900 2 850 2 5 2 0 22 28 41 117 1 515 1 839 2 161 6 847
2 520 2 770 na 2 1 0 4 8 4 150 3 137 4 754 5 195 9 302
3 280 2 710 na 2 0 0 34 34 22 55 1 095 1 671 1 348 1 447
2 520 2 800 na 2 3 0 9 10 0 431 1 605 1 752 2 147 3 177
2 920 2 830 na 2 0 0 13 12 1 104 2 982 4 263 0 na
2 550 2 750 21 10 4 0 34 33 1 0 613 na 1 076 na

2 710 2 940 33** 17** 0 0 1** 1** 2 2 422** 1 209** 252** 378**
2 340 2 450 na 39 0 0 1 1 19 11 183 228 198 208
2 260 2 450 20 15 1 1 2 2 63 20 894 1 041 908 987
2 180 2 580 15 2 0 0 1 1 2 19 235 471 211 297

2 440 2 580 3 8 0 0 4 5 38 18 1 875 2 040 3 473 2 791
2 490 2 560 21 31 12 3 2 2 55 99 1 665 2 093 1 590 1 607
2 500 2 680 8 2 40 1 2 2 468 92 3 120 3 203 2 048 1 965
2 400 2 530 5 16 0 0 5 5 94 18 1 500 1 351 2 168 2 544
1 960 2 570 2 18 10 3 4 4 14 45 1 658 2 136 1 162 1 770
2 530 2 660 na na 13 0 14 13 113 167 2 118 2 280 2 982 3 007
2 630 2 760 4 na 0 0 5 6 4 16 5 011 7 609 1 631 2 135
2 460 2 350 3 14 0 0 14 17 320 20 5 176 3 968 4 552 5 880

2 330 2 530 na na 1 1 1 1 25 49 275 329 374 610
2 350 2 460 63 45 3 1 0 1 22 21 217 247 151 164
2 470 2 630 10 11 1 0 2 2 70 33 633 573 600 763
2 080 2 650 18 45 4 1 1 1 40 27 216 269 316 346
2 440 2 620 30 36 7 5 2 2 131 32 396 527 464 491
2 560 2 780 47 26 11 6 3 2 115 61 336 422 260 287
2 450 2 360 8 na 4 5 9 8 91 500 1 322 1 346 1 356 1 180
2 270 2 380 88 85 1 2 1 1 15 20 177 262 189 231

2 140 2 620 12 4 12 1 17 18 2 34 559 866 781 1 087
2 050 2 520 na 3 52 6 10 12 4 64 438 823 1 889 1 535
2 930 2 730 na 22 11 3 8 9 18 61 338 371 547 703
2 910 2 670 na na 13 4 4 5 1 23 768 1 189 na 1 424

2 070 2 200 36 36 4 1 1 1 18 7 277 386 246 313
1 860 2 060 na 34 2 1 1 1 2 30 na 321 na 302
2 370 2 440 42 35 0 0 1 1 4 4 312 511 337 406
2 110 2 320 8 26 1 1 1 1 34 38 232 364 348 460
2 060 2 250 na 27 2 6 35 36 9 80 337 423 644 679
2 300 2 340 48 13 2 1 4 4 35 15 473 545 580 696
2 230 2 390 4 8 7 2 1 1 60 46 595 921 713 746
2 200 2 410 18 2 0 0 2 2 6 1 1 555 2 238 504 633

2 110 2 220 6 14 15 4 3 3 108 63 895 1 018 701 771

(continued) 

表
第２表　栄養不足の状況区分別の開発途上国と移行経済諸国における食物供給、貧困、食料援助、
　　　　農業資源および所得

2001-03年
全人口における
栄養不足状況（率）の区分

地域／国

食事
エネルギー配給

1990-    2001-

（キロカロリー／日）

92 03

DESにおける
食料援助割合

1990-    2001-

（％）

92 03

農業の
資本蓄積

1990-    2001-

（1995年固定米ドル／就業者）

92 03

農業に対する
外部援助

1990-    2001-
92 03

貧困
（1日当たり1米ドル
PPP未満の人口）

（％）

1991 2003

1人当たり
GDP

（2000年固定米ドル）

1991 2003

農業労働者
当たり

付加価値額

1991 2003

移行経済諸国
アルバニア*
ボスニア・ヘルツェゴビナ*
ブルガリア*
クロアチア*
カザフスタン*
マケドニア*
スロバキア*
トルクメニスタン*

栄養不足　10-9％
アジアおよび太平洋
中国
ネパール
フィリピン
ベトナム
ラテンアメリカおよびカリブ海
コロンビア
エルサルバドル
ジャマイカ
パラグアイ
ペルー
スリナム
トリニダード・トバゴ
ベネズエラ
サブサハラアフリカ
ベナン
ブルキナファソ
コートジボワール
ガーナ
レソト
モーリタニア
スワジランド
ウガンダ
移行経済諸国
アゼルバイジヤン*
グルジア*
モリドバ*
セルビアモンテネグロ*

栄養不足　20-34％
アジアおよび太洋州
バングラデシュ
カンボジア
インド
ラオス
モンゴル
パキスタン
スリランカ
タイ
ラテンアメリカおよびカリブ海
ボリビア

2 260 2 290 4 2 2 2 6 7 19 90 1 547 2 464 2 294 4 142
2 350 2 210 35 16 9 5 2 2 35 41 1 468 1 718 2 151 2 285
2 310 2 360 38 21 10 3 3 2 116 48 888 943 984 1 209
2 220 2 290 48 45 22 5 5 5 279 231 694 793 1 137 1 946
2 320 2 260 12 7 3 0 7 9 17 176 3 153 3 996 2 337 3 657

2 260 2 180 31 na 2 0 3 2 71 21 2 325 3 491 575 412
2 120 2 270 na 17 0 0 1 1 37 18 622 646 689 1 215
1 780 2 160 na na 3 1 2 2 21 37 197 205 184 na
1 860 2 150 na na 2 3 0 0 55 5 1 104 935 298 347
2 370 2 280 54 na 5 3 1 0 47 27 324 320 226 220
2 110 2 420 na na 2 2 1 1 41 26 331 378 172 231
1 980 2 150 34 23 3 3 1 0 37 8 443 418 337 319
1 880 2 140 na 42 15 3 0 0 20 14 139 146 82 134
2 220 2 220 16 na 1 0 1 1 35 28 182 239 191 245
2 070 2 260 35 na 4 4 5 6 80 55 1 686 1 943 863 1 122
2 020 2 160 42 61 3 1 1 1 28 18 177 160 182 174
2 280 2 310 45 na 3 1 1 1 50 37 398 445 244 254
2 170 2 260 na na 9 2 8 10 14 5 282 417 302 na
2 150 2 320 na na 2 0 1 1 20 3 261 243 351 405

1 960 2 260 11 13 44 8 13 17 78 187 422 886 1 526 2 780
2 660 2 270 3 14 0 2 16 15 9 43 511 602 1 231 1 615

2 470 2 150 na na 0 22 3 3 0 2 na na na na

1 780 2 090 na na 8 8 1 1 24 28 626 441 794 426

2 040 2 020 4 16 3 4 3 3 32 12 443 537 340 524

1 780 2 070 na na 7 9 1 1 19 6 771 740 200 175
1 900 1 640 45 55 0 5 1 0 23 7 146 103 121 101
1 860 1 940 67 na 1 1 1 1 35 3 261 225 292 423
2 170 1 610 na na 1 1 0 0 4 14 179 85 230 na
1 550 1 520 na na 33 46 1 1 0 32 192 177 105 57
1 550 1 860 31 23 7 7 1 1 0 12 88 102 120 109
2 210 1 940 na na 30 7 1 1 1 2 176 128 na na
2 080 2 040 46 61 2 2 3 2 14 26 247 224 184 173
1 730 2 070 na 38 25 6 0 0 13 14 167 261 115 147
1 950 2 070 na 52 2 4 0 0 23 24 254 244 190 224
1 990 1 930 57 na 5 7 0 0 10 20 273 151 na na
2 050 1 960 49 na 0 1 0 0 24 12 256 300 247 290
1 930 1 930 65 64 13 3 1 1 37 23 351 327 184 210
1 980 2 010 33 56 9 7 1 1 46 3 655 479 265 241

2 310 1 840 4 7 9 14 11 10 1 87 196 204 339 418

第２表　栄養不足の状況区分別の開発途上国と移行経済諸国における食物供給、貧困、食料援助、
　　　　農業資源および所得

2001-03年
全人口における
栄養不足状況（率）の区分

地域／国

食事
エネルギー配給

1990-    2001-

（キロカロリー／日）

92 03

DESにおける
食料援助割合

1990-    2001-

（％）

92 03

農業の
資本蓄積

1990-    2001-

（1995年固定米ドル／就業者）

92 03

農業に対する
外部援助

1990-    2001-
92 03

貧困
（1日当たり1米ドル
PPP未満の人口）

（％）

1991 2003

1人当たり
GDP

（2000年固定米ドル）

1991 2003

農業労働者
当たり

付加価値額

1991 2003

ドミニカ
グアテマラ
ホンジュラス
ニカラグア
パナマ
サブサハラアフリカ
ボツワナ
カメルーン
チャド
コンゴ
ガンビア
ギニア
ケニア
マラウイ
マリ
ナミビア
ニジェール
セネガル
スーダン
トーゴ
移行経済諸国
アルメニア*
ウズベキスタン*

栄養不足　35％以上
アジア及び太平洋
北朝鮮
ラテンアメリカおよびカリブ海
ハイチ
近東および北アフリカ
イエメン
サブサハラアフリカ
アンゴラ
ブルンジ
中央アフリカ共和国
コンゴ
エリトリア
エチオピア
リベリア
マダカスカル
モザンビーク
ルワンダ
シエラレオーネ
タンザニア
ザンビア
ジンバブエ
移行経済諸国
タジキスタン*

注：38p参照
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2 870 2 860 2 2 21 3 4 5 68 38 820 1 403 1 013 1 492
2 690 2 710 na na 1 7 8 13 2 286 313 1 321 2 951 5 671
2 900 2 850 2 5 2 0 22 28 41 117 1 515 1 839 2 161 6 847
2 520 2 770 na 2 1 0 4 8 4 150 3 137 4 754 5 195 9 302
3 280 2 710 na 2 0 0 34 34 22 55 1 095 1 671 1 348 1 447
2 520 2 800 na 2 3 0 9 10 0 431 1 605 1 752 2 147 3 177
2 920 2 830 na 2 0 0 13 12 1 104 2 982 4 263 0 na
2 550 2 750 21 10 4 0 34 33 1 0 613 na 1 076 na

2 710 2 940 33** 17** 0 0 1** 1** 2 2 422** 1 209** 252** 378**
2 340 2 450 na 39 0 0 1 1 19 11 183 228 198 208
2 260 2 450 20 15 1 1 2 2 63 20 894 1 041 908 987
2 180 2 580 15 2 0 0 1 1 2 19 235 471 211 297

2 440 2 580 3 8 0 0 4 5 38 18 1 875 2 040 3 473 2 791
2 490 2 560 21 31 12 3 2 2 55 99 1 665 2 093 1 590 1 607
2 500 2 680 8 2 40 1 2 2 468 92 3 120 3 203 2 048 1 965
2 400 2 530 5 16 0 0 5 5 94 18 1 500 1 351 2 168 2 544
1 960 2 570 2 18 10 3 4 4 14 45 1 658 2 136 1 162 1 770
2 530 2 660 na na 13 0 14 13 113 167 2 118 2 280 2 982 3 007
2 630 2 760 4 na 0 0 5 6 4 16 5 011 7 609 1 631 2 135
2 460 2 350 3 14 0 0 14 17 320 20 5 176 3 968 4 552 5 880

2 330 2 530 na na 1 1 1 1 25 49 275 329 374 610
2 350 2 460 63 45 3 1 0 1 22 21 217 247 151 164
2 470 2 630 10 11 1 0 2 2 70 33 633 573 600 763
2 080 2 650 18 45 4 1 1 1 40 27 216 269 316 346
2 440 2 620 30 36 7 5 2 2 131 32 396 527 464 491
2 560 2 780 47 26 11 6 3 2 115 61 336 422 260 287
2 450 2 360 8 na 4 5 9 8 91 500 1 322 1 346 1 356 1 180
2 270 2 380 88 85 1 2 1 1 15 20 177 262 189 231

2 140 2 620 12 4 12 1 17 18 2 34 559 866 781 1 087
2 050 2 520 na 3 52 6 10 12 4 64 438 823 1 889 1 535
2 930 2 730 na 22 11 3 8 9 18 61 338 371 547 703
2 910 2 670 na na 13 4 4 5 1 23 768 1 189 na 1 424

2 070 2 200 36 36 4 1 1 1 18 7 277 386 246 313
1 860 2 060 na 34 2 1 1 1 2 30 na 321 na 302
2 370 2 440 42 35 0 0 1 1 4 4 312 511 337 406
2 110 2 320 8 26 1 1 1 1 34 38 232 364 348 460
2 060 2 250 na 27 2 6 35 36 9 80 337 423 644 679
2 300 2 340 48 13 2 1 4 4 35 15 473 545 580 696
2 230 2 390 4 8 7 2 1 1 60 46 595 921 713 746
2 200 2 410 18 2 0 0 2 2 6 1 1 555 2 238 504 633

2 110 2 220 6 14 15 4 3 3 108 63 895 1 018 701 771

(continued) 

表
第２表　栄養不足の状況区分別の開発途上国と移行経済諸国における食物供給、貧困、食料援助、
　　　　農業資源および所得

2001-03年
全人口における
栄養不足状況（率）の区分

地域／国

食事
エネルギー配給

1990-    2001-

（キロカロリー／日）

92 03

DESにおける
食料援助割合

1990-    2001-

（％）

92 03

農業の
資本蓄積

1990-    2001-

（1995年固定米ドル／就業者）

92 03

農業に対する
外部援助

1990-    2001-
92 03

貧困
（1日当たり1米ドル
PPP未満の人口）

（％）

1991 2003

1人当たり
GDP

（2000年固定米ドル）

1991 2003

農業労働者
当たり

付加価値額

1991 2003

移行経済諸国
アルバニア*
ボスニア・ヘルツェゴビナ*
ブルガリア*
クロアチア*
カザフスタン*
マケドニア*
スロバキア*
トルクメニスタン*

栄養不足　10-9％
アジアおよび太平洋
中国
ネパール
フィリピン
ベトナム
ラテンアメリカおよびカリブ海
コロンビア
エルサルバドル
ジャマイカ
パラグアイ
ペルー
スリナム
トリニダード・トバゴ
ベネズエラ
サブサハラアフリカ
ベナン
ブルキナファソ
コートジボワール
ガーナ
レソト
モーリタニア
スワジランド
ウガンダ
移行経済諸国
アゼルバイジヤン*
グルジア*
モリドバ*
セルビアモンテネグロ*

栄養不足　20-34％
アジアおよび太洋州
バングラデシュ
カンボジア
インド
ラオス
モンゴル
パキスタン
スリランカ
タイ
ラテンアメリカおよびカリブ海
ボリビア

2 260 2 290 4 2 2 2 6 7 19 90 1 547 2 464 2 294 4 142
2 350 2 210 35 16 9 5 2 2 35 41 1 468 1 718 2 151 2 285
2 310 2 360 38 21 10 3 3 2 116 48 888 943 984 1 209
2 220 2 290 48 45 22 5 5 5 279 231 694 793 1 137 1 946
2 320 2 260 12 7 3 0 7 9 17 176 3 153 3 996 2 337 3 657

2 260 2 180 31 na 2 0 3 2 71 21 2 325 3 491 575 412
2 120 2 270 na 17 0 0 1 1 37 18 622 646 689 1 215
1 780 2 160 na na 3 1 2 2 21 37 197 205 184 na
1 860 2 150 na na 2 3 0 0 55 5 1 104 935 298 347
2 370 2 280 54 na 5 3 1 0 47 27 324 320 226 220
2 110 2 420 na na 2 2 1 1 41 26 331 378 172 231
1 980 2 150 34 23 3 3 1 0 37 8 443 418 337 319
1 880 2 140 na 42 15 3 0 0 20 14 139 146 82 134
2 220 2 220 16 na 1 0 1 1 35 28 182 239 191 245
2 070 2 260 35 na 4 4 5 6 80 55 1 686 1 943 863 1 122
2 020 2 160 42 61 3 1 1 1 28 18 177 160 182 174
2 280 2 310 45 na 3 1 1 1 50 37 398 445 244 254
2 170 2 260 na na 9 2 8 10 14 5 282 417 302 na
2 150 2 320 na na 2 0 1 1 20 3 261 243 351 405

1 960 2 260 11 13 44 8 13 17 78 187 422 886 1 526 2 780
2 660 2 270 3 14 0 2 16 15 9 43 511 602 1 231 1 615

2 470 2 150 na na 0 22 3 3 0 2 na na na na

1 780 2 090 na na 8 8 1 1 24 28 626 441 794 426

2 040 2 020 4 16 3 4 3 3 32 12 443 537 340 524

1 780 2 070 na na 7 9 1 1 19 6 771 740 200 175
1 900 1 640 45 55 0 5 1 0 23 7 146 103 121 101
1 860 1 940 67 na 1 1 1 1 35 3 261 225 292 423
2 170 1 610 na na 1 1 0 0 4 14 179 85 230 na
1 550 1 520 na na 33 46 1 1 0 32 192 177 105 57
1 550 1 860 31 23 7 7 1 1 0 12 88 102 120 109
2 210 1 940 na na 30 7 1 1 1 2 176 128 na na
2 080 2 040 46 61 2 2 3 2 14 26 247 224 184 173
1 730 2 070 na 38 25 6 0 0 13 14 167 261 115 147
1 950 2 070 na 52 2 4 0 0 23 24 254 244 190 224
1 990 1 930 57 na 5 7 0 0 10 20 273 151 na na
2 050 1 960 49 na 0 1 0 0 24 12 256 300 247 290
1 930 1 930 65 64 13 3 1 1 37 23 351 327 184 210
1 980 2 010 33 56 9 7 1 1 46 3 655 479 265 241

2 310 1 840 4 7 9 14 11 10 1 87 196 204 339 418

第２表　栄養不足の状況区分別の開発途上国と移行経済諸国における食物供給、貧困、食料援助、
　　　　農業資源および所得

2001-03年
全人口における
栄養不足状況（率）の区分

地域／国

食事
エネルギー配給

1990-    2001-

（キロカロリー／日）

92 03

DESにおける
食料援助割合

1990-    2001-

（％）

92 03

農業の
資本蓄積

1990-    2001-

（1995年固定米ドル／就業者）

92 03

農業に対する
外部援助

1990-    2001-
92 03

貧困
（1日当たり1米ドル
PPP未満の人口）

（％）

1991 2003

1人当たり
GDP

（2000年固定米ドル）

1991 2003

農業労働者
当たり

付加価値額

1991 2003

ドミニカ
グアテマラ
ホンジュラス
ニカラグア
パナマ
サブサハラアフリカ
ボツワナ
カメルーン
チャド
コンゴ
ガンビア
ギニア
ケニア
マラウイ
マリ
ナミビア
ニジェール
セネガル
スーダン
トーゴ
移行経済諸国
アルメニア*
ウズベキスタン*

栄養不足　35％以上
アジア及び太平洋
北朝鮮
ラテンアメリカおよびカリブ海
ハイチ
近東および北アフリカ
イエメン
サブサハラアフリカ
アンゴラ
ブルンジ
中央アフリカ共和国
コンゴ
エリトリア
エチオピア
リベリア
マダカスカル
モザンビーク
ルワンダ
シエラレオーネ
タンザニア
ザンビア
ジンバブエ
移行経済諸国
タジキスタン*

注：38p参照
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表

出所

出所

第１表注

　世界食料サミット（WFS）目標　栄養不足人口を、1990- 92年～2015年
の間に半分にする。
　ミレニアム開発目標（ゴール）1、ターゲット2　飢餓被害人口の比率
を、1990年～2015年の間に半分にする。

　公式統計は、過去、現在ともに、常に改定される。国連の人口統計につ
いても同様である。この場合、FAOはそれにしたがって栄養不足の推計を
改定する。そのため利用者は、同一版の「世界の食料不安の現状」の中で
のみ、時系列推計の変化に注目することとし、異年次版のデータとの比較
を避けるようにされたい。

　国名に続くカギカッコの数字は、状況の程度別（2001- 03年における栄
養不足人口の比率）に関連している。

[1]　＜5%　　　  栄養不足
[2]　5－9％　　　栄養不足
[3]　10－19％　　栄養不足
[4]　20－34％　　栄養不足
[5]　＞－35％　　　栄養不足

データが十分でない開発途上国は、表に掲げていない。

＊　現行とは、2001- 03年推計。基準は、開発途上国は1990- 92年、移行
経済諸国は1993-95年とする。

＊＊　アフガニスタン、イラク、パプア・ニューギニアおよびソマリアの
暫定推計は、分離して掲げていないが、関連地域合計値に含む。

＊＊＊　エリトリアとエチオピアは、1990- 92年には分離していなかった
が、以前のエチオピア人民民主主義共和国の栄養不足人口および比率は、
その期間の地域および亜地域合計に含まれている。この2国のデータは
1993-95年推計に対応する。

―　栄養不足比率2.5%未満

全人口 : 国連、2002 年、World Popuiation Prospects.2002  revision. New 
York.

栄養不足: FAO推計

第２表注

＊　データは、1990- 92年に代わり、1993- 95年、また、1991 年に代わり
1994年に対応する。
＊＊　数字は、中国本土にのみ関連する。その他の数字は、中国本土、香
港特別行政区、マカオ特別行政区および台湾を含む。

I
　食事エネルギー供給[DES]：1日1人当たりキロカロリー[kcal]で表した人
の消費可能食料。国レベルでは、非食用消費（輸出、動物用飼料、工業用
および損耗）の全部を控除した残余の人消費用食料として計算。
　貧困［１日当たり1米ドル購買力平価[ppp]未満の人口］：１日１米ドル未
満の人口の比率とは、1993年 にpppレートを利用して換算し、１日当たり
1.08米ドル未満の平均消費支出を有する人口の比率である。１日1.08米ド
ル基準は、一連の低所得国の最低10貧困線の中位数に等しいとして選択さ
れた。ここで利用したppp変換要素は、１米ドルで米国で購入するのと同
量の財およびサービスを、その国の国内市場で購入するに要するその国の
通貨単位の数量である。2.0と示すデータは、2.0%未満の貧困率を意味す
る。観測年の日付は異なっている。各国のデータには、1985- 94年（移行
経済諸国については1993- 96年）については、1990年 （移行経済諸国は
1993 年）年の最近年および1995- 2003 年の間の観測間に５年の間のある利
用可能な最終年のものが含まれる。
　DESにおける食料援助分割合：全食料のDESの中での食料援助分（穀物
および非穀物）。
　トン単位の食料援助のデータは、品目ごとの換算率でkcalに変換してい
る。船積みの食料援助は、贈与国から受け取り国への贈与ベースあるいは
特別な譲許条件による食料貨物の移転を意味している。受け取り国の購買
分は除かれている。穀物食料援助出荷は、世界的貿易年ベース（７/6
月）、非穀物援助出荷は、暦年ベースで報告している。
　農業における資本蓄積：農業における資本蓄積の推計は、家畜、トラク
ター、潅漑農地および永年作物農地その他に関する物量データと、1995 年
の平均価格を使用して、FAO統計部から間接に得られたものである。
　農業に対する外部援助：これは、援助国が、開発途上国、移行国および
先進国のある国々に対してする広義の農業開発のための二国間および多国
間の譲許的および非譲許的約束であって、これには以下のものが含まれ
る。土地と水、調査、訓練および普及、投入財、農業サービス、穀物生
産、家畜、漁業、林業、その他他に属さない農業、環境保護、農村開発・

インフラ、投入財製造、地域および河川開発、農業関連産業。
　1人当たりGDP：年の中間人口で割ったGDPとする。データは、2000年
固定米ドル表示。
　農業、就業者当たり付加価値額：農業は、国際標準産業分類（ISIC）1-
５部に対応し、作物栽培、家畜生産のほか林業、狩猟および漁獲を含む。
付加価値とは、産出の総合計から中間投入財を差し引いた、その部門の純
産出とする。この計算では、工作資産の減価および天然資源の劣化・減耗
を差し引いていない。付加価値の出所は、ISIC改定第３版である。データ
は、2000年固定米ドル表示。

na　データなし。
0　  ゼロまたは単位の半分に満たない。

食事エネルギー供給：FAO推計
貧困〔一日当たり１米ドル購買力評価〔ppp〕未満の人口〕：データは、
World Bank. 2005.  World Development Indicators 2005 (h tt p:// devdata . 
worldbank.org/wdi2005/Section2.htmより入手可能）による。
食糧援助：WFPからFAOに提供のあった食料援助出荷情報に基づくFAO
推計
農業における資本蓄積と農業に対する外部援助：FAO Sta ti stics Divisionお
よびOECD
一人当たりGDPおよび農業労働者一人当たり付加価値額：World Bank 
National AccountsデータおよびOECD National Accountsデータファイル

略語

略語
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表

出所

出所

第１表注

　世界食料サミット（WFS）目標　栄養不足人口を、1990- 92年～2015年
の間に半分にする。
　ミレニアム開発目標（ゴール）1、ターゲット2　飢餓被害人口の比率
を、1990年～2015年の間に半分にする。

　公式統計は、過去、現在ともに、常に改定される。国連の人口統計につ
いても同様である。この場合、FAOはそれにしたがって栄養不足の推計を
改定する。そのため利用者は、同一版の「世界の食料不安の現状」の中で
のみ、時系列推計の変化に注目することとし、異年次版のデータとの比較
を避けるようにされたい。

　国名に続くカギカッコの数字は、状況の程度別（2001- 03年における栄
養不足人口の比率）に関連している。

[1]　＜5%　　　  栄養不足
[2]　5－9％　　　栄養不足
[3]　10－19％　　栄養不足
[4]　20－34％　　栄養不足
[5]　＞－35％　　　栄養不足

データが十分でない開発途上国は、表に掲げていない。

＊　現行とは、2001- 03年推計。基準は、開発途上国は1990- 92年、移行
経済諸国は1993-95年とする。

＊＊　アフガニスタン、イラク、パプア・ニューギニアおよびソマリアの
暫定推計は、分離して掲げていないが、関連地域合計値に含む。

＊＊＊　エリトリアとエチオピアは、1990- 92年には分離していなかった
が、以前のエチオピア人民民主主義共和国の栄養不足人口および比率は、
その期間の地域および亜地域合計に含まれている。この2国のデータは
1993-95年推計に対応する。

―　栄養不足比率2.5%未満

全人口 : 国連、2002 年、World Popuiation Prospects.2002  revision. New 
York.

栄養不足: FAO推計

第２表注

＊　データは、1990- 92年に代わり、1993- 95年、また、1991 年に代わり
1994年に対応する。
＊＊　数字は、中国本土にのみ関連する。その他の数字は、中国本土、香
港特別行政区、マカオ特別行政区および台湾を含む。

I
　食事エネルギー供給[DES]：1日1人当たりキロカロリー[kcal]で表した人
の消費可能食料。国レベルでは、非食用消費（輸出、動物用飼料、工業用
および損耗）の全部を控除した残余の人消費用食料として計算。
　貧困［１日当たり1米ドル購買力平価[ppp]未満の人口］：１日１米ドル未
満の人口の比率とは、1993年 にpppレートを利用して換算し、１日当たり
1.08米ドル未満の平均消費支出を有する人口の比率である。１日1.08米ド
ル基準は、一連の低所得国の最低10貧困線の中位数に等しいとして選択さ
れた。ここで利用したppp変換要素は、１米ドルで米国で購入するのと同
量の財およびサービスを、その国の国内市場で購入するに要するその国の
通貨単位の数量である。2.0と示すデータは、2.0%未満の貧困率を意味す
る。観測年の日付は異なっている。各国のデータには、1985- 94年（移行
経済諸国については1993- 96年）については、1990年 （移行経済諸国は
1993 年）年の最近年および1995- 2003 年の間の観測間に５年の間のある利
用可能な最終年のものが含まれる。
　DESにおける食料援助分割合：全食料のDESの中での食料援助分（穀物
および非穀物）。
　トン単位の食料援助のデータは、品目ごとの換算率でkcalに変換してい
る。船積みの食料援助は、贈与国から受け取り国への贈与ベースあるいは
特別な譲許条件による食料貨物の移転を意味している。受け取り国の購買
分は除かれている。穀物食料援助出荷は、世界的貿易年ベース（７/6
月）、非穀物援助出荷は、暦年ベースで報告している。
　農業における資本蓄積：農業における資本蓄積の推計は、家畜、トラク
ター、潅漑農地および永年作物農地その他に関する物量データと、1995 年
の平均価格を使用して、FAO統計部から間接に得られたものである。
　農業に対する外部援助：これは、援助国が、開発途上国、移行国および
先進国のある国々に対してする広義の農業開発のための二国間および多国
間の譲許的および非譲許的約束であって、これには以下のものが含まれ
る。土地と水、調査、訓練および普及、投入財、農業サービス、穀物生
産、家畜、漁業、林業、その他他に属さない農業、環境保護、農村開発・

インフラ、投入財製造、地域および河川開発、農業関連産業。
　1人当たりGDP：年の中間人口で割ったGDPとする。データは、2000年
固定米ドル表示。
　農業、就業者当たり付加価値額：農業は、国際標準産業分類（ISIC）1-
５部に対応し、作物栽培、家畜生産のほか林業、狩猟および漁獲を含む。
付加価値とは、産出の総合計から中間投入財を差し引いた、その部門の純
産出とする。この計算では、工作資産の減価および天然資源の劣化・減耗
を差し引いていない。付加価値の出所は、ISIC改定第３版である。データ
は、2000年固定米ドル表示。

na　データなし。
0　  ゼロまたは単位の半分に満たない。

食事エネルギー供給：FAO推計
貧困〔一日当たり１米ドル購買力評価〔ppp〕未満の人口〕：データは、
World Bank. 2005.  World Development Indicators 2005 (h tt p:// devdata . 
worldbank.org/wdi2005/Section2.htmより入手可能）による。
食糧援助：WFPからFAOに提供のあった食料援助出荷情報に基づくFAO
推計
農業における資本蓄積と農業に対する外部援助：FAO Sta ti stics Divisionお
よびOECD
一人当たりGDPおよび農業労働者一人当たり付加価値額：World Bank 
National AccountsデータおよびOECD National Accountsデータファイル

略語

略語

注

地域における不均等の役割りの検討のために
は、Economic Commission fo r Lati n America 
and th e Caribbean〔ECLAC〕. 2005.  The 
M illennium Development  Goa ls: a Lati n 
American and Caribbean perspecti ve, pp.38-
50. Santiago.を見よ。

地域別栄養不足の状況に関する詳細情報は、
FAO  S ta t i s ti ca l  D ivi s i on .  2006.  Food  
depr ivat ion tr ends : mi d- te rm  rev iew of  
progre ss to wards th e World Food Summi t 
ta rg et . Work ing P ape r S eri es  WP 007e  
（http ://www. fao.org/ faosta t/ foodsecurity /File
s/WP007e.pdfで入手可能）による。

1

先進国（工業国）には、次の国を含む。豪
州、オーストリア、ベルギー、カナダ、デン
マーク、フィンランド、ドイツ、ギリシャ、
アイスランド、アイルランド、イスラエル、
イタリー、日本、ルクセンブルグ、マルタ、
オランダ、ノルウェー、ポルトガル、南アフ
リカ、スペイン、スウェーデン、英国および
米国
　これら諸国の栄養不足数値は個別ではな
く、グループとして推計している。

2

この文書において、「栄養不足人口の割合」
と「栄養不足の優勢」の表現は、互換的に使
用されており、栄養不足に苦しむ人口の比率
（%単位）に関するものである。

3

各地域内の栄養不足の趨勢に関する詳細情報
は14-27ページ。

4

移行経済諸国に関する前進測定のためのFAO
基準期間は、1993-95年である。　

5

中国、インドおよびナイジェリアは、人口規
模からして、分離した亜地域とみなされる。
メキシコも独自に亜地域とみなされている。

6

見通しと、手法のさらなる詳細は、FAO . 
2006.  World Agricultu re: to wards 2030/ 2050.  
Inte rim report  Prospects  for food,  nutri ti on, 
agriculture and major commodity groups.
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　わたくしは、本年の『世界の食料不安の現状』の報告を、食料安全保障社会の行動する一員とし

て、ある種の怒りの思いで読んでいる。報告を一層残念なものにしているのは、われわれの、1996

年に飢餓人口を2015年までに半分にするとの約束にかかわらず、実際には、1996年の世界食料サミ

ット後、事情は逆転し、2,300万人が、1995-97年と2001-03年の間の飢餓人口の階層に加わったこと

である。この惨めな実績は、10年の前半に2,600万人を栄養不足の階層から抜け出させたという前進

を、ほとんど帳消しにしている。報告は、われわれが、実行したよりも一層多くのことが飢餓の削

減について、達成できたはずだと正しく指摘している。

　1996年以来、われわれは、「ミレニアム宣言」と、そのフォローアップである「世界食料サミッ

ト：５年後会合」および、2004年採択の「任意ガイドライン」（Voluntary Guidelines）で表現した

「食料への権利」（Right to Food）を実現すると約束してきた。もし、われわれが、文書で誓約し

た通りの働きをしようというのであれば、われわれは、飢餓との闘いを一層促進し、「世界食料サ

ミット」にしたがって、これまでしてきた以上の良い仕事をしなければならない。逆説的である

が、人口増加率の高い国は、飢餓人口の増加をなんとか避けつつ、ミレニアム約束達成の正しい方

向に動いているが、これら諸国の多くは、飢餓人口の絶対数の削減を求める世界食料サミットの目

標に対しては、十分な前進をしていない。飢餓削減のミレニアム開発目標達成のためには、グロー

バルには、なおわれわれは、現在の前進率を2倍にする必要がある。世界食料サミットの目標達成に

は、1990-92年と2001-03年の間の全削減の10倍以上の毎年の栄養不足階層の削減が必要となろう。

　この報告は、われわれ全員に対する目覚ましコールである。この報告書の事実は、数ヵ月前にわ

れわれが、世界には飢えた人々よりも多くの肥満の人々がいることを知ったことにより、さらに一

層不毛、陰鬱である。1990年代には、重要な成功がいくつか見られたものの、全体としての実績

は、われわれ食料安全保障をめざして働くものが役割を果たしているとはいえない。

　飢餓人口数を2015年までに相当減じさせること、さらに世界食料サミット目標の達成さえも不可

能ではない。1979-81年と、1990-92年の間には１億以上の人々が栄養不足階層から外れた。開発機

関にいるわれわれは、飢餓との戦いが貧困との闘いと同じく突出したものであることを証する義務

がある。飢餓からの解放は、生命の基礎そのものである。われわれは、自身の国の投票権のある市

民として、われわれの政府が、その国境の内外において飢餓との闘いにコミットすることを確実に

する義務がある。

　わたくしは、この論説のなかでつねに皆様にFIVIMSイニシアチブの最新情報を提供してきた。わ

れわれは、われわれの食料安全保障活動における国際共同行動の改組と再生に重点を置いた業務企

画プロセスを最近完成した。われわれは、計画草案をもっているがメンバー間で検討中である。わ

たくしは、新たな中間機関の提唱がどう機能するか、飢餓との戦いにおけるその固有の果たすべき

役割がどのようなものかについて、今後、皆様に新しい情報を提供していきたい。

Lynn Brown（世界銀行）

議長（IAWG－FIVIMS）

FIVIMSイニシアチブと飢餓削減の約束

　本書の原文は、国際連合食糧農業機関（Food and Agriculture Organization of the United 
Nations: FAO, Rome, Italy）が2006年に出版した「The State of Food Insecurity in the World 
2006」である。
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いはその関係当局に関し、あるいはその境界の設定に関し、FAOのいかなる見解の表明をも意味す
るものではない（地図においても同様）。
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世界食料不安の現状

　世界の栄養不足人口を2015年までに半減させることを誓約したローマの世界食料サ

ミット（WFS）から10年が経過した。2006年10月、FAOの世界食料安全委員会は、

この目標への前進の中間レビューを実施している。同時に『世界食料不安の現状』第

８版もWFS目標に向けての前進状況を検討している。

　主要な結論は、われわれが、飢餓の削減という点で、何もしてこなかったというこ

とである。開発途上国における飢餓人口は、飢餓削減の前進を計測する基準期間と定

めた1990－92年のそれと比較して減少していない。いくつかの国は目標へ近づいてい

るが、その他の多くの国では栄養不足人口が増加している。

　2015年までに栄養不足人口比率の半減を求める「ミレニアム開発目標（MDG）1」

の飢餓削減目標に向けては前進があり、MDG目標への到達見込みは比較的有望である。

他方、より意欲的なWFS目標については、極めて真剣な飢餓削減努力の強化なしには、

明らかに達成不可能である。

　この報告は、各地域の前進と後退のレビューを提供し、飢餓削減努力の阻害要因お

よび今後直面するであろう課題を検討している。また、われわれが、WFS目標を達成

するものであるとすれば、前進の地域を拡大することの緊急性を強調している。

　『世界食料不安の現状』の最終章では、飢餓削減で得られた主要な経験のいくつか

を明らかにし、前進の加速のための幅広い課題をつまびらかにしている。報告書は、

行動の加速の訴えを結論とし、政治的意志さえあれば、WFS目標が達成できることを

強調している。
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